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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】残業予定等に対する質問に回答しなければなら
ない強制力を働かせた労務管理システムを提供する。
【解決手段】労務管理システムは、勤務者から出勤時、
退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出退勤等識別情
報の入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付部と、
出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者を識別する
勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得部と、勤
務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を構成
するための情報である質問情報を保持する質問情報保持
部と、勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の
際に合わせて保持されている質問情報を出力する質問情
報出力部と、出力された質問情報に対する勤務者からの
回答の入力を受け付ける回答入力受付部と、時刻を取得
する時刻取得部と、回答の入力があった場合にのみ、取
得した時刻、勤務者識別情報、質問に対して受け付けた
回答とを関連付けて記録する記録部と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出退勤等識別情報の入力を
受け付ける出退勤等識別情報入力受付部と、
　出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者を識別する勤務者識別情報を取得する勤務
者識別情報取得部と、
　勤務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を構成するための情報である質問情
報を保持する質問情報保持部と、
　勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際に合わせて保持されている質問情報
を出力する質問情報出力部と、
　出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入力を受け付ける回答入力受付部と、
　時刻を取得する時刻取得部と、
　回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別情報と、質問に対して受
け付けた回答とを関連付けて記録する記録部と、
　を有する労務管理システム。
【請求項２】
　質問情報保持部が保持する質問情報は、勤務者のその時の気分を問う質問、勤務者の
体調を問う質問、勤務者の本日の昼食の予定を問う質問、勤務者の本日の夕食の予定を問
う質問、勤務者の本日の外出予定を問う質問、勤務者の本日の会議予定を問う質問、勤務
者の本日の残業予定を問う質問、勤務者の今週の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の本
日のノルマを問う質問、勤務者の健診受診予定を問う質問、勤務者の精密検査受診予定を
問う質問、勤務者の本日の喫煙の予定を問う質問、勤務者の本日の飲酒の予定を問う質問
、勤務者の本日の食事予定を問う質問、勤務者の有給休暇取得予定を問う質問、勤務者の
職場におけるハラスメントの有無を問う質問、勤務者の悩みの有無を問う質問、勤務者の
職場に対する要望の有無を問う質問、勤務者のイベント参加予定を問う質問、勤務者の同
僚の気分予測を問う質問、勤務者の同僚の体調予測を問う質問、勤務者の同僚の本日の昼
食の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の夕食の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日
の外出予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の会議予定を問う質問、勤務者の同僚の本日
の残業予定を問う質問、勤務者の同僚の今週の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の同僚
の本日のノルマを問う質問、勤務者の同僚の健診受診予定を問う質問、勤務者の同僚の精
密検査受診予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の喫煙の予定を問う質問、勤務者の同僚
の本日の飲酒の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の食事予定を問う質問、勤務者の同
僚の有給休暇取得予定を問う質問、勤務者の同僚の職場におけるハラスメントの有無を問
う質問、勤務者の同僚の悩みの有無を問う質問、勤務者の同僚の職場に対する要望の有無
を問う質問、勤務者の同僚のイベント参加予定を問う質問のいずれか一以上を構成する質
問情報である請求項１に記載の労務管理システム。
【請求項３】
　質問情報出力部は、異なる種類の情報を軸とした二次元図表を用いて一の入力により二
種類の情報を勤務者に入力させる二次元入力手段を有する請求項１又は２に記載の労務管
理システム。
【請求項４】
　質問情報は、画像を選択させるための画像選択質問情報である請求項１から３のいずれ
か一に記載の労務管理システム。
【請求項５】
　タッチパネルディスプレイを含むタッチパネルディスプレイ部をさらに有し、
　質問情報出力部又は／及び回答入力受付部はタッチパネルディスプレイ部を介して入出
力をする請求項１から４のいずれか一に記載の労務管理システム。
【請求項６】
顔回答関係学習
　出退勤等の入力を受け付ける勤務者の顔を撮影可能な撮影部を有し、
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　撮影部が撮影した勤務者の顔の画像と、勤務者の質問に対する回答と、の関係である顔
回答関係を学習する顔回答関係学習部と、
　学習した最新の顔回答関係を保持する顔回答関係保持部と、
　保持されている最新の顔回答関係に基づいて顔の画像から回答の推定を取得する推定回
答取得部と、
　取得した推定回答を出力する推定回答出力部と、
　をさらに有する請求項５に記載の労務管理システム。
【請求項７】
　推定回答出力部から出力された推定回答に応じてフィードバック処理をするためのルー
ルであるフィードバック処理ルールを保持するフィードバック処理ルール保持部と、
　取得した推定回答と、フィードバック処理ルールとに基づいてフィードバック処理をす
るフィードバック処理部と、
　をさらに有する請求項６に記載の労務管理システム。
【請求項８】
　勤務者の勤務での関係者となる関係勤務者の勤務者識別情報を関連付けて保持する関係
勤務者識別情報保持部と、
　関係勤務者の勤務者識別情報と関連付けられている質問に対する回答をまとめて出力す
る関係勤務者回答出力部と、
　をさらに有する請求項１から７のいずれか一に記載の労務管理システム。
【請求項９】
　関係勤務者回答出力部の出力を学習して関係勤務者間の回答の因果関係を推定する回答
因果関係学習部と、
　学習した因果関係に基づいて出退勤時の回答から将来の質問に対する回答の入力を受け
付ける際の回答を推定する出退勤時回答推定部と、
　をさらに有する請求項８に記載の労務管理システム。
【請求項１０】
　音声入出力部をさらに有し、
　質問情報出力部又は／及び回答入力受付部は音声入出力部を介して入出力をする請求項
１から４のいずれか一に記載の労務管理システム。
【請求項１１】
声回答関係学習
　出退勤等の入力を受け付ける勤務者の声を録音可能な録音部を有し、
　録音部が録音した勤務者の声の音声と、勤務者の質問に対する回答と、の関係である声
回答関係を学習する声回答関係学習部と、
　学習した最新の声回答関係を保持する声回答関係保持部と、
　保持されている最新の声回答関係に基づいて声の音声から回答の推定を取得する声推定
回答取得部と、
　取得した声推定回答を出力する声推定回答出力部と、
　をさらに有する請求項１０に記載の労務管理システム。
【請求項１２】
　声推定回答出力部から出力された声推定回答に応じてフィードバック処理をするための
ルールである声フィードバック処理ルールを保持する声フィードバック処理ルール保持部
と、
　取得した声推定回答と、声フィードバック処理ルールとに基づいて声フィードバック処
理をする声フィードバック処理部と、
　をさらに有する請求項１１に記載の労務管理システム。
【請求項１３】
検診結果回答関係学習
　出退勤等の入力を受け付ける勤務者の呼気、血圧、血中酸素、体重、体脂肪、心拍、体
温のいずれか一以上を検出可能な検出部を有し、
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　検出部が検出した勤務者の検出結果と、勤務者の質問に対する回答と、の関係である検
出結果回答関係を学習する検出結果回答関係学習部と、
　学習した最新の検出結果回答関係を保持する検出結果回答関係保持部と、
　保持されている最新の検出結果回答関係に基づいて検出結果から回答の推定を取得する
検出結果推定回答取得部と、
　取得した検出結果推定回答を出力する検出結果推定回答出力部と、
　をさらに有する請求項１から請求項５のいずれか一に記載の労務管理システム。
【請求項１４】
　検出結果推定回答出力部から出力された検出結果推定回答に応じてフィードバック処理
をするためのルールである検出結果フィードバック処理ルールを保持する検出結果フィー
ドバック処理ルール保持部と、
　取得した検出結果推定回答と、検出結果フィードバック処理ルールとに基づいて検出結
果フィードバック処理をする検出結果フィードバック処理部と、
　をさらに有する請求項１３に記載の労務管理システム。
【請求項１５】
　質問情報を質問情報保持部に入力するための質問情報入力部をさらに有する請求項１か
ら請求項１４のいずれか一に記載の労務管理システム。
【請求項１６】
　保持されている質問情報を編集するための質問情報編集部をさらに有する請求項１から
請求項１５のいずれか一に記載の労務管理システム。
【請求項１７】
　勤務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を構成するための情報である質問情
報を保持する質問情報保持部を有する労務管理システムの動作方法であって、
　勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出退勤等識別情報の入力を
受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップと、
　出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者を識別する勤務者識別情報を取得する勤務
者識別情報取得ステップと、
　　勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際に合わせて保持されている質問情
報を出力する質問情報出力ステップと、
　出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入力を受け付ける回答入力受付ステッ
プと、
　時刻を取得する時刻取得ステップと、
　回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別情報と、質問に対して受
け付けた回答とを関連付けて記録する記録ステップと、
　を有する労務管理システムの動作方法。
【請求項１８】
　勤務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を構成するための情報である質問情
報を保持する質問情報保持部を有する計算機である労務管理システムの動作プログラムで
あって、
　勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出退勤等識別情報の入力を
受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップと、
　出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者を識別する勤務者識別情報を取得する勤務
者識別情報取得ステップと、
　　勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際に合わせて保持されている質問情
報を出力する質問情報出力ステップと、
　出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入力を受け付ける回答入力受付ステッ
プと、
　時刻を取得する時刻取得ステップと、
　回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別情報と、質問に対して受
け付けた回答とを関連付けて記録する記録ステップと、
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　を計算機である労務管理システムに読取り実行可能に記述した労務管理システムの動作
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、労務管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、従業員の勤怠管理と連動して、健康管理を行うことができる勤怠管理システムと
しては、特開２００８－３０４９７８号公報（特許文献１）が挙げられる。この勤怠管理
システムでは、健康管理器具からＩＤおよび計測結果を含む情報を読み取る読み取り手段
と、読み取り手段の読み取り結果である、ＩＤ、計測結果および読み取り時刻を記憶する
読み取り結果記憶手段と、読み取り結果記憶手段に記憶されているＩＤおよび読み取り時
刻に基づいて、勤怠管理を行う勤怠管理手段と、読み取り結果記憶手段に記憶されている
ＩＤ、計測結果および読み取り時刻に基づいて、個人に対し健康アドバイス情報を通知す
る健康アドバイス情報通知手段と、を備える。
また、複数段階に設定されたメンタルヘルス状態として、各段階に応じて設定された天気
マークを利用したメンタルヘルス管理システムとして、特許５５７２７５２号公報（特許
文献２）が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－３０４９７８号公報
【特許文献２】特許５５７２７５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１又は２では、勤怠管理と健康管理は単に情報の取得のタ
イミングが同じであるのみなので、出勤した際に健康管理の情報をシステムに入力しない
行動を規制することができなかった。一般にメンタルヘルス問題は繊細な問題であり、通
常の人の行動として自身がメンタルヘルスに問題があると自認することは困難である。ま
た自認しても、これを他人に知られることに抵抗がある。従って同僚、上司、部下などと
すれ違うような勤怠管理システムの前でメンタルに関する質問に対してネガティブな反応
を示すことは難しく質問に対してスルーするような行動が見受けられる。
【０００５】
　本発明は、従来の課題を解決するものであり、第一にメンタルヘルス等に対する質問に
回答しなければならない強制力を働かせた。質問に回答しなければ出勤したことにならな
い仕組みである。第二にメンタルヘルスに対する質問以外の質問でもメンタルヘルスのチ
ェックが可能なように構成した（顔回答関係学習機能など）。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために本発明において、以下の労務管理システムを提供する。すな
わち、第一の発明として、勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出
退勤等識別情報の入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付部と、出退勤等識別情報の
入力に関連付けて勤務者を識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得部と、
勤務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を構成するための情報である質問情報
を保持する質問情報保持部と、勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際に合わ
せて保持されている質問情報を出力する質問情報出力部と、出力された質問情報に対する
勤務者からの回答の入力を受け付ける回答入力受付部と、時刻を取得する時刻取得部と、
回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別情報と、質問に対して受け
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付けた回答とを関連付けて記録する記録部と、を有する（請求項１対応）
【０００７】
　前記特徴に加え、質問情報保持部が保持する質問情報は、勤務者のその時の気分を問う
質問、勤務者の体調を問う質問、勤務者の本日の昼食の予定を問う質問、勤務者の本日の
夕食の予定を問う質問、勤務者の本日の外出予定を問う質問、勤務者の本日の会議予定を
問う質問、勤務者の本日の残業予定を問う質問、勤務者の来週の残業予定を問う質問、勤
務者の今週の残業予定を問う質問、勤務者の来月の残業予定を問う質問、勤務者の今月の
残業予定を問う質問、勤務者の来週の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の今週の休日出
勤の予定を問う質問、勤務者の来月の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の今月の休日出
勤の予定を問う質問、勤務者の明日のノルマを問う質問、勤務者の本日のノルマを問う質
問、勤務者の来週のノルマを問う質問、勤務者の今週のノルマを問う質問、勤務者の来月
のノルマを問う質問、勤務者の今月のノルマを問う質問、勤務者の健診受診予定を問う質
問、勤務者の精密検査受診予定を問う質問、勤務者の本日の喫煙の予定を問う質問、勤務
者の本日の飲酒の予定を問う質問、勤務者の本日の食事予定を問う質問、勤務者の有給休
暇取得予定を問う質問、勤務者の職場におけるハラスメントの有無を問う質問、勤務者の
悩みの有無を問う質問、勤務者の職場に対する要望の有無を問う質問、勤務者のイベント
参加予定を問う質問、勤務者の同僚の気分予測を問う質問、勤務者の同僚の体調予測を問
う質問、勤務者の同僚の本日の昼食の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の夕食の予定
を問う質問、勤務者の同僚の本日の外出予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の会議予定
を問う質問、勤務者の同僚の本日の残業予定を問う質問、勤務者の同僚の来週の残業予定
を問う質問、勤務者の同僚の今週の残業予定を問う質問、勤務者の同僚の来月の残業予定
を問う質問、勤務者の同僚の今月の残業予定を問う質問、勤務者の同僚の来週の休日出勤
の予定を問う質問、勤務者の同僚の今週の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の同僚の来
月の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の同僚の今月の休日出勤の予定を問う質問、勤務
者の同僚の明日のノルマを問う質問、勤務者の同僚の本日のノルマを問う質問、勤務者の
同僚の来週のノルマを問う質問、勤務者の同僚の今週のノルマを問う質問、勤務者の同僚
の来月のノルマを問う質問、勤務者の今月のノルマを問う質問、勤務者の同僚の健診受診
予定を問う質問、勤務者の同僚の精密検査受診予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の喫
煙の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の飲酒の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日
の食事予定を問う質問、勤務者の同僚の有給休暇取得予定を問う質問、勤務者の同僚の職
場におけるハラスメントの有無を問う質問、勤務者の同僚の悩みの有無を問う質問、勤務
者の同僚の職場に対する要望の有無を問う質問、勤務者の同僚のイベント参加予定を問う
質問のいずれか一以上を構成する質問情報である（請求項２に対応）。
【０００８】
　前記特徴に加え、質問情報出力部は、異なる種類の情報を軸とした二次元図表を用いて
一の入力により二種類の情報を勤務者に入力させる二次元入力手段を有する（請求項３対
応）。
【０００９】
　前記特徴に加え、質問情報は、画像を選択させるための画像選択質問情報である（請求
項４対応）。
【００１０】
　前記特徴に加え、タッチパネルディスプレイを含むタッチパネルディスプレイ部をさら
に有し、質問情報出力部又は／及び回答入力受付部はタッチパネルディスプレイ部を介し
て入出力をする（請求項５対応）。
【００１１】
　前記特徴に加え、出退勤等の入力を受け付ける勤務者の顔を撮影可能な撮影部を有し、
撮影部が撮影した勤務者の顔の画像と、勤務者の質問に対する回答と、の関係である顔回
答関係を学習する顔回答関係学習部と、学習した最新の顔回答関係を保持する顔回答関係
保持部と、保持されている最新の顔回答関係に基づいて顔の画像から回答の推定を取得す
る推定回答取得部と、取得した推定回答を出力する推定回答出力部と、をさらに有する（
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請求項６対応）。
【００１２】
　前記特徴に加え、推定回答出力部から出力された推定回答に応じてフィードバック処理
をするためのルールであるフィードバック処理ルールを保持するフィードバック処理ルー
ル保持部と、取得した推定回答と、フィードバック処理ルールとに基づいてフィードバッ
ク処理をするフィードバック処理部と、をさらに有する（請求項７対応）。
【００１３】
　前記特徴に加え、勤務者の勤務での関係者となる関係勤務者の勤務者識別情報を関連付
けて保持する関係勤務者識別情報保持部と、関係勤務者の勤務者識別情報と関連付けられ
ている質問に対する回答をまとめて出力する関係勤務者回答出力部と、をさらに有する（
請求項８対応）。
【００１４】
　前記特徴に加え、関係勤務者回答出力部の出力を学習して関係勤務者間の回答の因果関
係を推定する回答因果関係学習部と、学習した因果関係に基づいて出退勤時の回答から将
来の質問に対する回答の入力を受け付ける際の回答を推定する出退勤時回答推定部と、を
さらに有する（請求項９対応）。
【００１５】
　前記特徴に加え、音声入出力部をさらに有し、質問情報出力部又は／及び回答入力受付
部は音声入出力部を介して入出力をする（請求項１０対応）。
【００１６】
　前記特徴に加え、出退勤等の入力を受け付ける勤務者の声を録音可能な録音部を有し、
録音部が録音した勤務者の声の音声と、勤務者の質問に対する回答と、の関係である声回
答関係を学習する声回答関係学習部と、学習した最新の声回答関係を保持する声回答関係
保持部と、保持されている最新の声回答関係に基づいて声の音声から回答の推定を取得す
る声推定回答取得部と、取得した声推定回答を出力する声推定回答出力部と、をさらに有
する（請求項１１対応）
【００１７】
　前記特徴に加え、声推定回答出力部から出力された声推定回答に応じてフィードバック
処理をするためのルールである声フィードバック処理ルールを保持する声フィードバック
処理ルール保持部と、取得した声推定回答と、声フィードバック処理ルールとに基づいて
声フィードバック処理をする声フィードバック処理部と、をさらに有する（請求項１２対
応）。
【００１８】
　前記特徴に加え、出退勤等の入力を受け付ける勤務者の呼気、血圧、血中酸素、体重、
体脂肪、心拍、体温のいずれか一以上を検出可能な検出部を有し、検出部が検出した勤務
者の検出結果と、勤務者の質問に対する回答と、の関係である検出結果回答関係を学習す
る検出結果回答関係学習部と、学習した最新の検出結果回答関係を保持する検出結果回答
関係保持部と、保持されている最新の検出結果回答関係に基づいて検出結果から回答の推
定を取得する検出結果推定回答取得部と、取得した検出結果推定回答を出力する検出結果
推定回答出力部と、をさらに有する（請求項１３対応）。
【００１９】
　前記特徴に加え、検出結果推定回答出力部から出力された検出結果推定回答に応じてフ
ィードバック処理をするためのルールである検出結果フィードバック処理ルールを保持す
る検出結果フィードバック処理ルール保持部と、取得した検出結果推定回答と、検出結果
フィードバック処理ルールとに基づいて検出結果フィードバック処理をする検出結果フィ
ードバック処理部と、をさらに有する（請求項１４対応）。
　前記特徴に加え、質問情報を質問情報保持部に入力するための質問情報入力部をさらに
有する請求項１から請求項１４のいずれか一に記載の労務管理システム（請求項１５対応
）。
　前記特徴に加え、保持されている質問情報を編集するための質問情報編集部をさらに有
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する請求項１から請求項１５のいずれか一に記載の労務管理システム（請求項１６対応）
。　
　第二の発明として、勤務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を構成するため
の情報である質問情報を保持する質問情報保持部を有する労務管理システムの動作方法で
あって、勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出退勤等識別情報の
入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップと、出退勤等識別情報の入力に関連
付けて勤務者を識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得ステップと、勤務
者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際に合わせて保持されている質問情報を出力
する質問情報出力ステップと、出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入力を受
け付ける回答入力受付ステップと、時刻を取得する時刻取得ステップと、回答の入力があ
った場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別情報と、質問に対して受け付けた回答とを
関連付けて記録する記録ステップと、を有する労務管理システムの動作方法（請求項１７
対応）。
　第三の発明として、勤務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を構成するため
の情報である質問情報を保持する質問情報保持部を有する計算機である労務管理システム
の動作プログラムであって、勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の
出退勤等識別情報の入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップと、出退勤等識
別情報の入力に関連付けて勤務者を識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取
得ステップと、勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際に合わせて保持されて
いる質問情報を出力する質問情報出力ステップと、出力された質問情報に対する勤務者か
らの回答の入力を受け付ける回答入力受付ステップと、時刻を取得する時刻取得ステップ
と、回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別情報と、質問に対して
受け付けた回答とを関連付けて記録する記録ステップと、を計算機である労務管理システ
ムに読取り実行可能に記述した労務管理システムの動作プログラム（請求項１８対応）。
【発明の効果】
【００２０】
　これにより、第一にメンタルヘルス等に対する質問に回答しなければならない強制力を
働かせた。質問に回答しなければ出勤したことにならない仕組みである。第二にメンタル
ヘルスに対する質問以外の質問でもメンタルヘルスのチェックが可能なように構成した（
顔回答関係学習機能、声回答関係学習機能、検出結果回答関係学習機能など）。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施形態１の労務管理システムの機能ブロック図
【図２】実施形態１の労務管理システムのハードウェア構成例を示す図
【図３】実施形態１の労務管理システムの処理フローチャート
【図４】実施形態２の労務管理システムにおける質問情報の例を示す図
【図５】実施形態３の労務管理システムの機能ブロック図
【図６】実施形態３の労務管理システムにおける二次元図表の例を示す図
【図７】実施形態３の労務管理システムのハードウェア構成例を示す図
【図８】実施形態３の労務管理システムの処理フローチャート
【図９】実施形態４の労務管理システムの画像選択質問情報の例を示す図
【図１０】実施形態５の労務管理システムの機能ブロック図
【図１１】実施形態５の労務管理システムのハードウェア構成例を示す図
【図１２】実施形態６の労務管理システムの機能ブロック図
【図１３】実施形態６労務管理システムにおける顔口頭関係学習を説明するための図
【図１４】実施形態６の労務管理システムのハードウェア構成例を示す図
【図１５】実施形態６の労務管理システムの処理フローチャート
【図１６】実施形態７の労務管理システムの機能ブロック図
【図１７】実施形態７の労務管理システムのハードウェア構成例を示す図
【図１８】実施形態７の労務管理システムの処理フローチャート
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【図１９】実施形態８の労務管理システムの機能ブロック図
【図２０】実施形態８の労務管理システムのハードウェア構成例を示す図
【図２１】実施形態８の労務管理システムの処理フローチャート
【図２２】実施形態３の労務管理システムの勤怠表の例を示す図
【図２３】実施形態３の労務管理システムの勤怠表の例を示す図
【図２４】実施形態９の労務管理システムの機能ブロック図
【図２５】実施形態９の労務管理システムのハードウェア構成例を示す図
【図２６】実施形態９の労務管理システムの処理フローチャート
【図２７】実施形態９の労務管理システムにおける回答因果関係学習を説明するための図
【図２８】実施形態２の労務管理ステムにおける出勤時の本日の残業予定を示す質問情報
の例を示す図０１００　労務管理システム０１０１　出退勤等識別情報入力部０１０２　
勤務者識別情報取得部０１０３　質問情報保持部０１０４　質問情報出力部０１０５　回
答入力受付部０１０６　時刻取得部０１０７　記録部０２０１　ＣＰＵ０２０２　不揮発
性メモリ０２０３　主メモリ０２０４　インターフェース０２０５　タッチ入力インター
フェース０２０６　画像入力インターフェース０２０７　マウス入力インターフェース０
２０８　ディスプレイインターフェース０２０９　ネットワークインターフェース０２１
０　ＩＣカードインターフェース０２１１　キーボード入力インターフェース
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に、図を用いて本発明の実施の形態を説明する。なお、本発明はこれら実施の形態
に何ら限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実
施しうる。
【００２３】
　なお、以下に記載する本装置の機能ブロックは、ハードウェア及びソフトウェアの組み
合わせとして実現され得る。具体的には、コンピュータを利用するものであれば、ＣＰＵ
（中央演算装置）や主メモリ、システムバス、あるいは二次記憶装置（ハードディスクド
ライブや不揮発性メモリ、ＣＤやＤＶＤなどの記憶メディアとそれらメディアの読取ドラ
イブなど）、情報入力に利用される入力デバイス、表示装置、その他の外部周辺装置など
のハードウェア構成部、例えばタブレットＰＣ、タッチ入力コンピュータ、パーソナルコ
ンピュータ、ディスクトップ型コンピュータ、ノート型コンピュータ、スマートフォン、
タッチパネルディスプレイ、ハードディスク、マイク、スピーカ、プリンタまたその外部
周辺装置用のインターフェース、通信用インターフェース、タッチ入力インターフェース
、画像入力インターフェース、マウス入力インターフェース、ディスプレイインターフェ
ース、ＩＣカード入力インターフェース、キーボード入力インターフェース、音声入出力
インターフェース、それらハードウェアを制御するためのドライバプログラムやその他ア
プリケーションプログラム、ユーザ・インターフェース用アプリケーションなどが挙げら
れる。そして主メモリ上に展開したプログラムに従ったＣＰＵの演算処理によって、入力
デバイスやその他インターフェースなどから入力され、メモリやハードディスク上に保持
されているデータなどが加工、蓄積されたり、上記各ハードウェアやソフトウェアを制御
するための命令が生成されたりする。あるいは本装置の機能ブロックは専用ハードウェア
によって実現されてもよい。また、本装置は一つのハードウェアやソフトウェアにより構
成される場合に限られず、複数のハードウェアやソフトウェアの組み合わせによって構成
されてもよく、ネットワークを介在したサーバ装置を含んで構成されてもよい。
【００２４】
　また、この発明は装置として実現できるのみでなく、方法としても実現可能である。ま
た、このような発明の一部をソフトウェアとして構成することができる。さらに、そのよ
うなソフトウェアをコンピュータに実行させるために用いるプログラム、及びプログラム
を固定した記録媒体も、当然にこの発明の技術的な範囲に含まれる（本明細書の全体を通
じて同様である）。
＜実施形態1＞
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＜概要＞
【００２５】
　本実施形態１は、企業等の勤務者（従業員）の出退勤管理と同時に質問情報に応じた勤
務者の健康管理も行える労務管理システムである。従業員５０人以上の企業に義務付けら
れている「ストレスチェック」の実施も可能なシステムである。労務管理システムは、勤
務者が入力する装置を一台で構成するスタンドアロン装置で実現する簡易的なシステムや
、勤務者が入力する装置とその入力された情報をサーバ装置に蓄積する構成を採用しても
良い。また、労務管理システムは、案内ロボットに搭載されたシステムでも良く、身振り
・手振りにより勤務者に音声コミュニケーションを取り、自然な入力を行えるようなシス
テムを構成しても良い。
ここで、出退勤管理には、ドアの入退室管理なども含まれる。
＜実施形態１　構成＞
【００２６】
　図１に示すように、実施形態１の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部０
１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出力
部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７とを
有する。
＜実施形態１　構成の説明＞
＜実施形態１　労務管理システム＞
【００２７】
　実施形態１の労務管理システムは、タブレットＰＣ、タッチ入力コンピュータ、パーソ
ナルコンピュータ、ディスクトップ型コンピュータ、ノート型コンピュータ、スマートフ
ォン、タッチパネルディスプレイを接続した各種コンピュータ、クライアントサーバ型の
コンピュータシステム、クラウドコンピュータと各種コンピュータ端末とをネットワーク
を介して構成されるネットワーク上で実現できる。
＜実施形態１　出退勤等識別情報入力受付部＞
【００２８】
　「出退勤等識別情報入力受付部」０１０１は、勤務者から出勤時、退勤時などに出勤し
た旨、退勤する旨の出退勤等識別情報の入力を受け付ける。ここで、出退勤等識別情報と
しては、勤務者の出勤時刻、勤務者の退勤時刻、勤務者の外出等の時刻情報などである。
勤務者が出退勤時に、装置の入力ボタンをタッチしたり、ＩＣカードなどの社員証をかざ
したりすることにより入力を行うことができる。
＜実施形態１　勤務者識別情報取得部＞
【００２９】
　「勤務者識別情報取得部」０１０２は、出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者を
識別する勤務者識別情報を取得する。勤務者識別情報は、社員であれば社員番号、契約社
員であれば契約社員番号、派遣社員であれば派遣社員の識別番号等である。勤務者識別情
報の取得には、従業員数が数十人程度であれば、本システムの表示画面に勤務者の選択メ
ニューを表示して自分の名前を選択したり、多数の勤務者が存在する場合は社員証として
のＩＣカードなどから行うことが考えられる。カメラと画像処理ソフトウェアによる顔認
証により勤務者識別情報を取得する方法なども考えられる。タッチパネルディスプレイの
タッチパネル自身が指紋センサーになっており、そのタッチパネルに勤務者の指がタッチ
（接触）したときに、指紋情報を読み取り、読み取った指紋情報から勤務者識別情報を取
得することも考えられる。
　上述した出退勤等識別情報入力受付部０１０１と勤務者識別情報取得部０１０２とは一
体化して実現し、ＩＣカードの社員証をかざすだけで、出退勤等識別情報の入力受付と勤
務者識別情報取得を一体的に処理しても良い。
＜実施形態１　質問情報保持部＞
【００３０】
　「質問情報保持部」０１０３は、勤務者に対して出勤時又は／及び退勤時に行う質問を
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構成するための情報である質問情報を保持する。質問情報とは、後記する図４に示すよう
な情報である。例えば、「お元気ですか？」（勤務者のその時の気分を問う質問）など。
質問情報保持部０１０３は、このような質問情報を保持している。
＜実施形態１　質問情報出力部＞
【００３１】
　「質問情報出力部」０１０４は、勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際に
合わせて保持されている質問情報を出力する。標準では、上述したような質問情報をディ
スプレイ画面に表示する。障碍者で目が見えない人には、ＡＩスピーカ等の音声インター
フェースを用いることも考えられる。点字インターフェース等を採用して点字で識別でき
るようにしても良い。
＜実施形態１　回答入力受付部＞
【００３２】
　「回答入力受付部」０１０５は、出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入力
を受け付ける。例えば、質問情報を画面に表示させ、勤務者の出勤時または退勤時に質問
情報の回答受付を行う。ボタン選択による入力や社員証をかざす、カメラで撮影し、コン
ピュータ処理で自動判別など、種々のインターフェースを用いることができる。その他の
インターフェースとしては、音声入力インターフェースや「×」、「○」、数字などのジ
ェスチャー入力のようなインターフェースも利用することができる。
【００３３】
　さらに、出退勤等識別情報入力受付部０１０１と勤務者識別情報取得部０００８と回答
入力受付部の機能を一体化した入力手段を実現し、それぞれの情報を一体的に処理するよ
うな装置や方法も考えられる。
＜実施形態１　時刻取得部＞
【００３４】
　「時刻取得部」０１０６は、時刻を取得する。装置内に時計が内蔵されており、勤務者
の出勤時、退勤時、外出時などのタイミングで時刻を取得する。また、労務管理システム
がネットワークインターフェースを介してインターネットに接続されている場合は、時刻
をインターネットから取得することもできる。
＜実施形態１　記録部＞
【００３５】
　「記録部」０１０７は、質問情報に対する回答の入力があった場合にのみ、取得した時
刻と、勤務者識別情報と、質問に対して受け付けた回答とを関連付けて記録する。記録部
としては、一般的にはハードディスク（ＨＤＤ）などに記録されるが、他の不揮発性半導
体メモリなどにも記録することが考えられる。汎用のプリンタ、専用の帳票プリンタなど
を用いても良い。ここで、記録する際、出退勤等識別情報を関連付けても良い。
＜実施形態１　作用：ハードウェア的構成＞
【００３６】
　図２に示すように、労務管理システムの計算機の構成は、ＣＰＵ０２０１と、ＨＤＤ、
ＲＯＭ等の不揮発性メモリ０２０２と、Ｄ－ＲＡＭ等の主メモリ０２０３と、インターフ
ェース０２０４とから構成されている。不揮発性メモリ０２０２には出退勤等識別情報入
力受付プログラム、勤務者識別情報取得プログラム、質問情報保持プログラム、質問情報
出力プログラム、回答入力受付プログラム、時刻取得プログラム、記録プログラム等のプ
ログラム格納されている。データとしては、出退勤等識別情報、勤務者識別情報、質問情
報、時刻、回答などがある。これらのプログラムやデータは、主メモリ０２０３の保持領
域に読み込まれ、作業領域で実行される。また、インターフェース０２０４には、タッチ
入力インターフェース０２０５、勤務者の顔画像を入力するための画像入力インターフェ
ース０２０６、マウス入力インターフェース０２０７、ディスプレイインターフェース０
２０８、ネットワークインターフェース０２０９、ＩＣカード入力インターフェース０２
１０、キーボート入力インターフェース０２１１などがある。
＜実施形態１　処理の流れ　＞
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【００３７】
　図３に示すように、このような労務管理システムの計算機の動作は、出退勤等識別情報
入力受付プログラムにより勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出
退勤等識別情報の入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップを実行する（ステ
ップ０３０１）。
　次に勤務者識別情報取得プログラムにより出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者
を識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得ステップを実行する（ステップ
０３０２）。
【００３８】
　次に質問情報出力プログラムにより勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際
に合わせて保持されている質問情報を出力する質問情報出力ステップを実行する（ステッ
プ０３０３）。
　次に回答入力受付プログラムにより出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入
力を受け付ける回答入力受付ステップを実行する（ステップ０３０４）。
　次に時刻プログラムにより時刻を取得する時刻ステップを実行する（ステップ０３０５
）。
　次に記録プログラムにより回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識
別情報と、質問に対して受け付けた回答とを関連付けて記録する記録ステップを実行する
（ステップ０３０６）。回答の入力があった場合のみ、取得した時刻と、勤務者識別情報
と、質問に対して受け付けた回答とを関連付けて記録するので、メンタルヘルスチェック
の強制力が高まる。
【００３９】
　上述した時刻取得ステップ０３０５は回答入力受付ステップ０３０４の後順に処理を実
行しているが、勤務者識別情報取得ステップ０３０２の後に処理しても良い。
【００４０】
　また、上述した実施形態１においては、出退勤等識別情報入力受付ステップ０３０１、
勤務者識別情報取得ステップ０３０２、回答入力受付ステップ０３０４はそれぞれ個別の
処理ステップとして記載したが、出退勤等識別情報入力受付ステップ０３０１と勤務者識
別情報取得ステップ０３０２とを一体化した処や、勤務者識別情報取得ステップ０３０２
と回答入力受付ステップ０３０４と一体化した処理、出退勤等識別情報入力受付ステップ
０３０１と回答入力受付ステップ０３０４とを一体化した処理、出退勤等識別情報入力受
付ステップ０３０１と勤務者識別情報取得ステップ０３０２と回答入力受付ステップ０３
０４とを一体化した処理として実現しても良い。
【００４１】
　このように、本実施形態１によれば、出退勤管理と健康管理を一体的に行え、ストレス
チェック等のメンタルヘルスチェックの強制力が高まる労務管理システムを提供すること
ができる。
＜実施形態２＞
＜概要＞
【００４２】
　実施形態２は、実施形態１を基本として、質問情報保持部が保持する質問情報に特徴を
有する労務管理システムである。
＜実施形態２　構成＞
【００４３】
　図１に示すように、実施形態２の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部０
１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出力
部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７とを
有する。
【００４４】
更に、質問情報保持部０１０３が保持する質問情報は、勤務者のその時の気分を問う質問
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、勤務者の体調を問う質問、勤務者の本日の昼食の予定を問う質問、勤務者の本日の夕食
の予定を問う質問、勤務者の本日の外出予定を問う質問、勤務者の本日の会議予定を問う
質問、勤務者の本日の残業予定を問う質問、勤務者の来週の残業予定を問う質問、勤務者
の今週の残業予定を問う質問、勤務者の来月の残業予定を問う質問、勤務者の今月の残業
予定を問う質問、勤務者の来週の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の今週の休日出勤の
予定を問う質問、勤務者の来月の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の今月の休日出勤の
予定を問う質問、勤務者の明日のノルマを問う質問、勤務者の本日のノルマを問う質問、
勤務者の来週のノルマを問う質問、勤務者の今週のノルマを問う質問、勤務者の来月のノ
ルマを問う質問、勤務者の今月のノルマを問う質問、勤務者の健診受診予定を問う質問、
勤務者の精密検査受診予定を問う質問、勤務者の本日の喫煙の予定を問う質問、勤務者の
本日の飲酒の予定を問う質問、勤務者の本日の食事予定を問う質問、勤務者の有給休暇取
得予定を問う質問、勤務者の職場におけるハラスメントの有無を問う質問、勤務者の悩み
の有無を問う質問、勤務者の職場に対する要望の有無を問う質問、勤務者のイベント参加
予定を問う質問、勤務者の同僚の気分予測を問う質問、勤務者の同僚の体調予測を問う質
問、勤務者の同僚の本日の昼食の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の夕食の予定を問
う質問、勤務者の同僚の本日の外出予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の会議予定を問
う質問、勤務者の同僚の本日の残業予定を問う質問、勤務者の同僚の来週の残業予定を問
う質問、勤務者の同僚の今週の残業予定を問う質問、勤務者の同僚の来月の残業予定を問
う質問、勤務者の同僚の今月の残業予定を問う質問、勤務者の同僚の来週の休日出勤の予
定を問う質問、勤務者の同僚の今週の休日出勤の予定を問う質問、勤務者の同僚の来月の
休日出勤の予定を問う質問、勤務者の同僚の今月の休日出勤の予定を問う質問、勤務者同
僚の明日のノルマを問う質問、勤務者の同僚の本日のノルマを問う質問、勤務者の同僚の
来週のノルマを問う質問、勤務者の同僚の今週のノルマを問う質問、勤務者の同僚の来月
のノルマを問う質問、勤務者の同僚の今月のノルマを問う質問、勤務者の同僚の健診受診
予定を問う質問、勤務者の同僚の精密検査受診予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の喫
煙の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日の飲酒の予定を問う質問、勤務者の同僚の本日
の食事予定を問う質問、勤務者の同僚の有給休暇取得予定を問う質問、勤務者の同僚の職
場におけるハラスメントの有無を問う質問、勤務者の同僚の悩みの有無を問う質問、勤務
者の同僚の職場に対する要望の有無を問う質問、勤務者の同僚のイベント参加予定を問う
質問のいずれか一以上を構成する質問情報である。ここで、勤務者又はその同僚の職場に
対する要望の有無を問う質問には、職場以外に会社に対する要望も含まれる。また、勤務
者又はその同僚の職場に対する要望には、異動希望、人材不足要望などが含まれる。
【００４５】
　「勤務者のその時の気分を問う質問」としては、「非常にいい気分」、「とても良い」
、「いい気分」、「まあ良い」、「少し滅入ってる」、「あまり良くない」、「非常に滅
入っている」、「よくない」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。これら
の質問は選択項目を適宜選択して挙げてもよい。
　「勤務者の体調を問う質問」としては、「元気はつらつ」、「元気」、「すこし疲れた
」、「非常に疲れた」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。

　「勤務者の本日の昼食の予定を問う質問」としては、「和食（そば、うどん含む）」、
「中華」、「イタリアン」、「ラーメン」、「カレー」、「焼き肉」、「すし」、「パン
類」、「昼抜き」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。　
　「勤務者の本日の夕食の予定を問う質問」としては、「和食（そば、うどん含む）」、
「中華」、「イタリアン」、「フレンチ」、「エスニック」、「南米」「ラーメン」、「
カレー」、「焼き肉」、「すし」、「パン類」、「串類」、「お好み焼き類」「鉄板焼き
類」「夜抜き」のいずれかと、「アルコールあり」、「アルコールなし」のいずれかの組
合せを選択させるような質問を挙げることができる。
【００４６】
　「勤務者の本日の外出予定を問う質問」としては、「外出のみ」「外出長時間」、「外
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出短時間」、「外出予定なし」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。「勤
務者の本日の会議予定を問う質問」としては、「会議のみ」「会議長時間」、「会議短時
間」、「会議予定なし」を選択させる質問を挙げることができる。
　「勤務者の本日の残業予定を問う質問」としては、「残業長時間」、「残業短時間」、
「残業予定なし」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
「勤務者の今週の休日出勤の予定を問う質問」としては、「土日出勤」「一日出勤」「外
出長時間」、「外出短時間」、のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
　「勤務者の本日のノルマを問う質問」としては、「ノルマ大」、「ノルマ中」、「ノル
マ小」、「ノルマなし」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
【００４７】
　「勤務者の健診受診予定を問う質問」としては、「なし」、「社内健診」、「外部健診
」、「人間ドック」、「脳ドック」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
ここで、他の質問の例としては、「健康診断を受診しましたか？」に対して「はい」、「
いいえ」のいずれかを選択させる質問をしてもよい。また、「いつ受診しますか？」に対
して「今週」、「来週」、「来月」、「再来月」のいずれかを選択させる質問をしてもよ
い。
　「勤務者の精密検査受診予定を問う質問」としては、「なし」、「内視鏡検査」、「血
液検査」、「肺機能検査」、「心機能検査」、「脳機能検査」のいずれかを選択させる質
問を挙げることができる。ここで、他の質問の例としては、「精密検査を受診しましたか
？」に対して「はい」、「いいえ」のいずれかを選択する質問をしてもよい。また、「い
つ受診しますか？」に対して「今週」、「来週」、「来月」、「再来月」のいずれかを選
択させる質問をしてもよい。
　「勤務者の本日の喫煙の予定を問う質問」としては、「なし」、「数本」、「１０本」
、「一箱」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問の例と
しては、「今日はたばこを何本吸いますか？」に対して「吸わない」、「５本未満」、「
１０本未満」、「２０本未満」、「２０本以上」のいずれかを選択する質問をしてもよい
。
　「勤務者の本日の飲酒の予定を問う質問」としては、「なし」、「ビール」、「日本酒
」、「ワイン」、「焼酎」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。ここで、
他の質問の例としては、「今日はお酒を飲みますか？」に対して「飲まない」、「ビール
１本程度」、「ビール２本程度」、「ビール３本以上」のいずれかを選択させる質問をし
てもよい。飲み物の種別ごとに、ワイン、日本酒、焼酎などの質問をしてもよい。
　「勤務者の本日の食事予定を問う質問」としては、「なし」、「和食」、「中華」、「
フレンチ」、「イタリアン」、「インド」、「ベトナム」、「トルコ」のいずれかを選択
させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問の例としては、「今日の食事で気を
付けることは？」に対して「特にない」、「野菜を多くとる」、「炭水化物を摂り過ぎな
い」、「塩分を摂り過ぎない」、「甘いものを摂り過ぎない」などを選択（複数回答可）
させる質問をしてもよい。また、「今日のおやつの予定は？？」に対して「特にない」、
「控えめにする」、「好きなだけ食べる」のいずれかを選択させる質問をしてもよい。
　「勤務者の有給休暇取得予定を問う質問」としては、「なし」、「今週」、「来週」、
「今月」、「来月」、「来年」、「ゴールディンウィーク」、「夏休み（７月～９月）」
、「年末」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問の例と
しては、「来週の有給休暇取得予定は？」に対して「予定なし」、「予定あり」のいずれ
かを選択させる質問をしてもよい。また、「今週の有給休暇取得予定は？」に対して「予
定なし」、「予定あり」のいずれかを選択させる質問をしてもよい。さらに、「来月の有
給休暇取得予定は？」や「今月の有給休暇取得予定は？」に対して「予定なし」、「予定
あり」のいずれかを選択させる質問を加えてもよい。
　「勤務者の職場におけるハラスメントの有無を問う質問」としては、「なし」、「セク
ハラ」、「パワハラ」、「リストラ」、「スモーク」のいずれかを選択させる質問を挙げ
ることができる。ここで、他の質問の例としては、「職場にハラスメントはありませんか
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？」に対して「絶対にない」、「少し気になる」、「あると感じている」、「ノーコメン
ト」のいずれかを選択させる質問をしてもよい。
　「勤務者の悩みの有無を問う質問」としては、「なし」、「あり」、「相談希望」、「
産業医」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問の例とし
ては、「職場にハラスメントはありませんか？」に対して「絶対にない」、「少し気にな
る」、「あると感じている」、「ノーコメント」のいずれかを選択させる質問をしてもよ
い。
　「勤務者の職場に対する要望の有無を問う質問」としては、「なし」、「異動希望」、
「人材不足要望」、「残業多い」、「仕事がきつい」、「備品購入希望」のいずれかを選
択させる質問を挙げることができる。
　「勤務者のイベント参加予定を問う質問」としては、「参加」、「不参加」、「未定」
のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
【００４８】
　「勤務者の同僚の気分予測を問う質問」としては、「非常にいい気分」、「とても良い
」、「いい気分」、「まあ良い」、「少し滅入ってる」、「あまり良くない」、「非常に
滅入っている」、「よくない」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。これ
らの質問は選択項目を適宜選択して挙げてもよい。
　「勤務者の同僚の体調予測を問う質問」としては、「元気はつらつ」、「元気」、「す
こし疲れた」、「非常に疲れた」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
　「勤務者の同僚の本日の昼食の予定予測を問う質問」としては、「和食（そば、うどん
含む）」、「中華」、「イタリアン」、「ラーメン」、「カレー」、「焼き肉」、「すし
」、「パン類」、「昼抜き」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
　「勤務者の同僚の本日の夕食の予定予測を問う質問」としては、「和食（そば、うどん
含む）」、「中華」、「イタリアン」、「フレンチ」、「エスニック」、「南米」「ラー
メン」、「カレー」、「焼き肉」、「すし」、「パン類」、「串類」、「お好み焼き類」
「鉄板焼き類」「夜抜き」のいずれかと、「アルコールあり」、「アルコールなし」のい
ずれかの組合せを選択させるような質問を挙げることができる。
【００４９】
　「勤務者の同僚の本日の外出予定を問う質問」としては、「外出のみ」、「外出長時間
」、「外出短時間」、「外出予定なし」のいずれかを選択させる質問を挙げることができ
る。
　「勤務者の同僚の本日の会議予定を問う質問」としては、「会議のみ」「会議長時間」
、「会議短時間」、「会議予定なし」を選択させる質問を挙げることができる。
　「勤務者の同僚の本日の残業予定を問う質問」としては、「残業長時間」、「残業短時
間」、「残業予定なし」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
「勤務者の同僚の今週の休日出勤の予定を問う質問」としては、「土日出勤」、「一日出
勤」、「外出長時間」、「外出短時間」、のいずれかを選択させる質問を挙げることがで
きる。
　「勤務者の同僚の本日のノルマを問う質問」としては、「ノルマ大」、「ノルマ中」、
「ノルマ小」、「ノルマなし」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。
【００５０】
　「勤務者の同僚の健診受診予定を問う質問」としては、「なし」、「社内健診」、「外
部健診」、「人間ドック」、「脳ドック」のいずれかを選択させる質問を挙げることがで
きる。ここで、他の質問の例としては、「健康診断を受診しましたか？」に対して「はい
」、「いいえ」のいずれかを選択させる質問をしてもよい。また、「いつ受診しますか？
」に対して「今週」、「来週」、「来月」、「再来月」のいずれかを選択させる質問をし
てもよい。
　「勤務者の精密検査受診予定を問う質問」としては、「なし」、「内視鏡検査」、「血
液検査」、「肺機能検査」、「心機能検査」、「脳機能検査」のいずれかを選択させる質
問を挙げることができる。ここで、他の質問の例としては、「精密検査を受診しましたか
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？」に対して「はい」、「いいえ」のいずれかを選択する質問をしてもよい。また、「い
つ受診しますか？」に対して「今週」、「来週」、「来月」、「再来月」のいずれかを選
択させる質問をしてもよい。
　「勤務者の同僚の本日の喫煙の予定を問う質問」としては、「なし」、「数本」、「１
０本」、「一箱」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問
の例としては、「今日はたばこを何本吸いますか？」に対して「吸わない」、「５本未満
」、「１０本未満」、「２０本未満」、「２０本以上」のいずれかを選択する質問をして
もよい。
　「勤務者の同僚の本日の飲酒の予定を問う質問」としては、「なし」、「ビール」、「
日本酒」、「ワイン」、「焼酎」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。こ
こで、他の質問の例としては、「今日はお酒を飲みますか？」に対して「飲まない」、「
ビール１本程度」、「ビール２本程度」、「ビール３本以上」のいずれかを選択させる質
問をしてもよい。飲み物の種別ごとに、ワイン、日本酒、焼酎などの質問をしてもよい。
　「勤務者の同僚の本日の食事予定を問う質問」としては、「なし」、「和食」、「中華
」、「フレンチ」、「イタリアン」、「インド」、「ベトナム」、「トルコ」のいずれか
を選択させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問の例としては、「今日の食事
で気を付けることは？」に対して「特にない」、「野菜を多くとる」、「炭水化物を摂り
過ぎない」、「塩分を摂り過ぎない」、「甘いものを摂り過ぎない」などを選択（複数回
答可）させる質問をしてもよい。また、「今日のおやつの予定は？？」に対して「特にな
い」、「控えめにする」、「好きなだけ食べる」のいずれかを選択させる質問をしてもよ
い。
　「勤務者の同僚の有給休暇取得予定を問う質問」としては、「なし」、「今週」、「来
週」、「今月」、「来月」、「来年」、「ゴールディンウィーク」、「夏休み（７月～９
月）」、「年末」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問
の例としては、「来週の有給休暇取得予定は？」に対して「予定なし」、「予定あり」の
いずれかを選択させる質問をしてもよい。また、「今週の有給休暇取得予定は？」に対し
て「予定なし」、「予定あり」のいずれかを選択させる質問をしてもよい。さらに、「来
月の有給休暇取得予定は？」や「今月の有給休暇取得予定は？」に対して「予定なし」、
「予定あり」のいずれかを選択させる質問を加えてもよい。
　「勤務者の同僚の職場におけるハラスメントの有無を問う質問」としては、「なし」、
「セクハラ」、「パワハラ」、「リストラ」、「スモーク」のいずれかを選択させる質問
を挙げることができる。ここで、他の質問の例としては、「職場にハラスメントはありま
せんか？」に対して「絶対にない」、「少し気になる」、「あると感じている」、「ノー
コメント」のいずれかを選択させる質問をしてもよい。
　「勤務者の同僚の悩みの有無を問う質問」としては、「なし」、「あり」、「相談希望
」、「産業医」のいずれかを選択させる質問を挙げることができる。ここで、他の質問の
例としては、「職場にハラスメントはありませんか？」に対して「絶対にない」、「少し
気になる」、「あると感じている」、「ノーコメント」のいずれかを選択させる質問をし
てもよい。
　「勤務者の同僚の職場に対する要望の有無を問う質問」としては、「なし」、「異動希
望」、「人材不足要望」、「残業多い」、「仕事がきつい」、「備品購入希望」のいずれ
かを選択させる質問を挙げることができる。
　「勤務者の同僚のイベント参加予定を問う質問」としては、「参加」、「不参加」、「
未定」のいずれかを選択せる質問を挙げることができる。
【００５１】
　これらの質問は保持されている中から勤務者別にランダムに選択してもよいし、出退勤
時間帯に同じ質問を連続して出力しないようにしてもよいし、勤務者ごとに質問の出力順
を決定するルールをもっていてそのルールに従って出力されるように構成してもよい。
【００５２】
　「勤務者のその時の気分を問う質問」として選択されたものが、「非常にいい気分」、
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「いい気分」、である場合にはメンタル的に問題がない状態であると判別し、「少し滅入
ってる」、「非常に滅入っている」のいずれかを選択した場合、特にそれが連続している
場合には、あるいは通常でない回答である場合にはメンタル的な問題があると判別するよ
うに処理してよい。
　「勤務者の体調を問う質問」としては、「元気はつらつ」、「元気」、である場合には
メンタル的に問題がない状態であると判別し、「すこし疲れた」、「非常に疲れた」
　のいずれかを選択した場合、特にそれが連続している場合には、あるいは通常でない回
答である場合にはメンタル的な問題があると判別するように処理してよい。
【００５３】
　「勤務者の本日の昼食の予定を問う質問」としては、「和食（そば、うどん含む）」、
「中華」、「イタリアン」、「ラーメン」、「カレー」、「焼き肉」、「すし」、「パン
類」、「昼抜き」のいずれかが連続して選択される場合には食事のバランスにまで気が回
っていない証拠であり、メンタル的に問題がある可能性があると判断してもよい。特に「
昼抜き」が連続している場合にはメンタル的に問題がある可能性があると判断してもよい
。
　「勤務者の本日の夕食の予定を問う質問」としては、「和食（そば、うどん含む）」、
「中華」、「イタリアン」、「フレンチ」、「エスニック」、「南米」「ラーメン」、「
カレー」、「焼き肉」、「すし」、「パン類」、「串類」、「お好み焼き類」「鉄板焼き
類」「夜抜き」のいずれかが連続的に選択される場合には、食事のバランスにまで気が回
っていない証拠であり、メンタル的に問題がある可能性があると判断してもよい。また、
「アルコールあり」が連続している場合にはメンタル的に問題がある可能性があると判断
してもよい。さらに、「アルコールあり」から「アルコールなし」が連続した場合には飲
み会に参加できない何らかの事情があるとみてメンタル的に問題がある可能性があると判
断してもよい。
【００５４】
　「勤務者の本日の外出予定を問う質問」として、「外出のみ」「外出長時間」、が連続
的に選択された場合には体力を消耗している可能性があり、それがメンタルに悪影響を与
えている可能性があると判断してもよい。
　「勤務者の本日の会議予定を問う質問」として、「会議のみ」「会議長時間」、がれん
ぞくして選択された場合には、勤務者自身の仕事をこなしていない可能性があり、それが
メンタルに悪影響を与えている可能性があると判断してもよい。
　「勤務者の本日の残業予定を問う質問」として、「残業長時間」、「残業短時間」、が
連続している場合には、それがメンタルに悪影響を与えている可能性があると判断しても
よい。
【００５５】
　「勤務者の今週の休日出勤の予定を問う質問」としては、「土日出勤」「一日出勤」「
外出長時間」、「外出短時間」、のいずれかが連続して選択されている場合にはそれがメ
ンタルに悪影響を与えている可能性があると判断してもよい。
　「勤務者の本日のノルマを問う質問」としては、「ノルマ大」、「ノルマ中」、が連続
して選択されている場合にはメンタル的に問題があると判断してもよい。
【００５６】
　「勤務者の健診受診予定を問う質問」として選択されたものが、「社内健診」、「外部
健診」、「人間ドック」、「脳ドック」である場合には定期的に健診しているのでメンタ
ル的に問題ないと判断し、「なし」を選択した場合、定期的な健診を受診していないので
メンタル的な問題があると判別するように処理してよい。
　「勤務者の精密検査受診予定を問う質問」のうち、「なし」を選択した場合、メンタル
的に問題ないと判断し、「内視鏡検査」、「血液検査」、「肺機能検査」、「心機能検査
」、「脳機能検査」のいずれかを選択した場合、メンタル的な問題があると判別するよう
に処理してよい。
　「勤務者の本日の喫煙の予定を問う質問」のうち、「なし」、「数本」を選択した場合
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、メンタル的に問題ないと判断し、「１０本」、「一箱」のいずれかを連続的に選択した
場合、メンタル的な問題があると判別するように処理してよい。
　「勤務者の本日の飲酒の予定を問う質問」のうち、「ビール」、「日本酒」、「ワイン
」、「焼酎」のいずれかをほとんど毎日選択したような場合、メンタル的な問題があると
判別するように処理してよい。
「勤務者の本日の食事予定を問う質問」のうち、「中華」、「フレンチ」、「イタリアン
」のいずれかを連続的に選択した場合、メンタル的な問題があると判別するように処理し
てよい。
【００５７】
　「勤務者の有給休暇取得予定を問う質問」のうち、「今週」、「来週」、「今月」、「
来月」、「来年」、「ゴールディンウィーク」、「夏休み（７月～９月）」、「年末」の
いずれも選択しないで、「なし」を連続的に選択した場合、勤務者はリフレッシュしてい
ないので、メンタル的に問題ありと判断するように処理してよい。
　「勤務者の職場におけるハラスメントの有無を問う質問」のうち、「なし」を選択した
場合はメンタル的に問題ないと判断し、「セクハラ」、「パワハラ」、「リストラ」、「
スモーク」のいずれかを選択した場合、メンタル的に問題ありと判断するように処理して
よい。
　「勤務者の悩みの有無を問う質問」のうち、「なし」を選択した場合は、メンタル的に
問題なしと判断し、「あり」、「相談希望」、「産業医」のいずれかを選択した場合、メ
ンタル的に問題ありと判断するように処理してよい。
「勤務者の職場に対する要望の有無を問う質問」のうち、「なし」を選択した場合、「異
動希望」、「人材不足要望」、「残業多い」、「仕事がきつい」のいずれかを選択した場
合、メンタル的に問題ありと判断するように処理してよい。
　「勤務者のイベント参加予定を問う質問」のうち、「参加」を選択した場合はメンタル
的に問題ないと判断し、「不参加」、「未定」のいずれかを選択した場合、メンタル的に
問題ありと判断するように処理してよい。
　これらの質問に対する処理は、上述したような他の質問の例でも良く、例えば、残業予
定に対する質問回答では、残業予定の強制力を高めるような処理を行うようにしてもよい
。
【００５８】
　これらの判断処理は、回答入力を蓄積して蓄積された回答の流れを処理するルールを持
ち、そのルールに従って判断するようにしてもよい。
【００５９】
　図４に示すように、例えば、「お元気ですか？」（勤務者のその時の気分を問う質問）
、「気分はどうですか？」（勤務者のその時の気分を問う質問）、「体調はどうですか？
」（勤務者の体調を問う質問）、「本日の昼食は何が食べたいですか？」（勤務者の本日
の昼食の予定を問う質問）、「本日の夕食は何が食べたいですか？」（勤務者の本日の夕
食の予定を問う質問）、「本日は外出の予定がありますか？」（勤務者の本日の外出予定
を問う質問）、「本日は会議の予定はありますか？」（勤務者の本日の会議予定を問う質
問）などをディスプレイ上に表示し、回答したい質問を選択するように構成してもよい。
【００６０】
　図２８に示すように、出勤時に本日の残業予定を質問情報として、質問情報出力部から
出力し、タッチパネルディスプレイ等に、本日の残業予定「なし」、「３０分以内」、「
６０分以内」、「１２０分以内」、「１２０分超過」を表示させておく。そして、勤務者
は出勤時に本日の残業予定を上述の例から選択して自動申告できるようにしても良い。退
勤時の各種質問情報を表示させて選択できるようにしてもよい。これらの出退勤時の質問
に対する回答を、勤務者の職場の上司（管理職）や経営者に直接通知しても良い。例えば
、強制力を高めるために、残業の多い部下が残業ありの時間を質問の回答として選択した
場合、管理職や経営者に警告メッセージを送るとともに、部下の残業を減らすアイデアや
工夫等の情報を送るようにしてもよい。事後報告ではなく、事前報告により未然のメンタ



(19) JP 2019-12431 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

ルヘルス対策をできるようになる。残業予定質問を導入することにより、残業抑制効果が
得られる。
＜実施形態２　構成の説明＞
【００６１】
　実施形態２の労務管理システムの構成は実施形態１の構成と同様であるので、説明を省
略する。
＜実施形態２　作用：ハードウェア的構成＞
【００６２】
　実施形態２の労務管理システムの計算機の構成は、図４に示すように、質問情報の内容
がより具体的に列記したものであり、基本的な構成は図２の構成と同様であるので、説明
を省略する。
＜実施形態２　作用：処理の流れ＞
　このような労務管理システムの計算機の動作は、実施形態１の図３と同様であるので、
説明を省略する。
【００６３】
　このように、本実施形態２によれば、第１実施形態１に加え、各種質問情報を変更する
ことになって、勤務者のメンタルヘルス情報が自然に取得できるようになる。そのメンタ
ルヘルス情報を活用して、勤務者のストレスチェックに活用することができる。
＜実施形態３＞
＜概要＞
【００６４】
　実施形態３は、実施形態１又は、実施形態２を基本として一部に特徴を有する労務管理
システムである。
＜実施形態３　構成＞
【００６５】
　図５に示すように、実施形態２の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部０
５０１と、勤務者識別情報取得部０５０２と、質問情報保持部０５０３と、質問情報出力
部０５０４と、回答入力受付部０５０５と、時刻取得部０５０６と、記録部０５０７とを
有し、質問情報出力部０５０４は二次元入力手段０５０８を有する。以下では、実施形態
１又は実施形態２と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態３に特徴
的な構成について説明をする。
＜実施形態３　構成の説明＞
＜実施形態３　質問情報出力部：二次元入力手段＞
【００６６】
　「二次元入力手段」０５０８は、質問情報出力部０５０４内にあり、異なる種類の情報
を軸とした二次元図表を用いて一の入力により二種類の情報を勤務者に入力させる。
図６に示すように、例えば、勤務者の出勤時又は退勤時に、体調と気分が同時に入力でき
るような二次元図表である。二次元入力手段０５０８として、タッチパネルディスプレイ
を用い、体調と気分の同時入力に加え、出退勤識別情報も同時入力させるようにしてもよ
い。
【００６７】
　図２２又は図２３に示すように、これらの勤怠管理をまとめた例を示している。図２２
の例は、データ未入力版であり、図２３はデータ入力例を示している。
＜実施形態３　作用：ハードウェア的構成＞
【００６８】
　図７に示すように、労務管理システムは、ＣＰＵ０７０１、不揮発性メモリ０７０２、
主メモリ０７０３、インターフェース０７０４、タッチ入力インターフェース０７０５、
画像入力インターフェース０７０６、マウス入力インターフェース０７０７、ディスプレ
イインターフェース０７０８、ネットワークインターフェース０７０９、ＩＣカード入力
インターフェース０７１０、キーボート入力インターフェース０７１１などから構成され
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る。不揮発性メモリ０７０２に二次元入力サブプログラムが格納されており、データとし
て二次元図表が格納されている。この二次元入力サブプログラムやデータとしての質問情
報である二次元図表が主メモリ０７０３の保持領域に読み込まれ、作業領域で実行される
。その他のプログラムやデータは、図２と同様であるので、説明を省略する。
＜実施形態３　処理の流れ＞
【００６９】
　図８に示すように、このような労務管理システムの計算機の動作は、出退勤等識別情報
入力受付プログラムにより勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の出
退勤等識別情報の入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップを実行する（ステ
ップ０８０１）。
　次に勤務者識別情報取得プログラムにより出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者
を識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得ステップを実行する（ステップ
０８０２）。
【００７０】
　次に質問情報出力プログラムにより勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際
に合わせて保持されている質問情報を出力する質問情報出力ステップを実行する（ステッ
プ０８０３）。質問情報出力ステップ０８０３では、二次元入力サブプログラムにより異
なる種類の情報を軸とした二次元図表を用いて一の入力により二種類の情報を勤務者に入
力させる二次元入力サブステップを実行する（ステップ０８０４）。
　次に回答入力受付プログラムにより出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入
力を受け付ける回答入力受付ステップを実行する（ステップ０８０５）。
【００７１】
　次に時刻プログラムにより時刻を取得する時刻ステップを実行する（ステップ０８０６
）。
　次に記録プログラムにより回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識
別情報と、質問に対して受け付けた回答とを関連付けて記録する記録ステップを実行する
（ステップ０８０７）。
　以上の処理を終了するまで（ステップ０８０８）まで繰り返す。
【００７２】
　上述した時刻取得ステップ０８０５は回答入力受付ステップ０８０４の後順に処理を実
行しているが、勤務者識別情報取得ステップ０８０２の後に処理しても良い。
【００７３】
　このように、実施形態３によれば、実施形態１又は実施形態２に加え、質問情報として
二次元図表を用いることにより、体調と気分など２つのメンタルヘルス情報が取得できる
ので、勤務者にとっては入力作業が簡単になり、企業の使用者にとってはより多くのメン
タルヘルス情報が取得できるので、社員の健康管理が簡便になる。
＜実施形態４＞
＜概要＞
【００７４】
　実施形態４は、実施形態１～３を基本として、上記質問情報が画像を選択させるための
画像選択質問情報に特徴を有する労務管理システムである。
＜実施形態４　構成＞
【００７５】
　図１に示すように、実施形態４の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部０
１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出力
部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７とを
有し、上記質問情報は、画像を選択させるための画像選択質問情報であるシステムである
。以下では、実施形態１～実施形態３と共通的な構成については説明を省略することとし
、実施形態４に特徴的な構成について説明をする。
【００７６】
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　図９（Ａ）に示すように、例えば、活動量計のボタンを押し、出勤又は退勤時に一番上
の画像「良い」、真ん中の画像「普通」、一番下の画像「良くない」等の気分を示す。
ここで、活動量計は勤務者の健康管理のために、歩数計などの機能を有しており、勤務者
識別情報取得部０１０２として作用する。これにより、勤務者の勤務記録、活動量、気分
が見える化でき、よりアクティブな勤務者の状況も把握できるようになる。
　本実施形態４の労務管理システムは、図９（Ｂ）に示すように、上述したような気分が
すこやか出勤簿に通常の勤務記録、活動量、気分として記録される。図９（Ｂ）の例では
、出勤簿が「日付」、「出勤時間」、「退勤時間」、「勤務時間」、「残業時間」、「活
動量」、「気分」が勤務者ごとに作成される。出勤簿の例は、出勤時と退勤時に質問情報
として気分の例を示したが、実施形態２で説明したような質問情報について画像選択質問
情報を利用することができる。図９（Ｂ）の例に限らず種々の情報を取得することができ
る。
＜実施形態４　構成の説明＞
【００７７】
　実施形態４の労務管理システムの構成は実施形態１の構成と同様であるので、説明を省
略する。
＜実施形態４　作用：ハードウェア的構成＞
【００７８】
　実施形態４の労務管理システムの計算機の構成は、図９に示すように、質問情報の内容
が画像選択質問情報であり、基本的な構成は図２の構成と同様であるので、説明を省略す
る。
＜実施形態４　作用：処理の流れ＞
このような労務管理システムの計算機の動作は、実施形態１の図３と同様であるので、説
明を省略する。
【００７９】
　このように、本実施形態４によれば、実施形態１～３に加え、各種質問情報を画像選択
質問情報にすることによって、勤務者のメンタルヘルス情報がより自然に取得できるよう
になる。そのメンタルヘルス情報を活用して、勤務者のストレスチェックに活用すること
ができる。
＜実施形態５＞
＜概要＞
【００８０】
　実施形態５は、実施形態１～４を基本として、質問情報出力部又は／及び回答入力受付
部はタッチパネルディスプレイ部を介して入出力をすることに特徴を有する労務管理シス
テムである。
＜実施形態５　構成＞
【００８１】
　図１０に示すように、実施形態５の労務管理システム１０００は、出退勤等識別情報入
力受付部１００１と、勤務者識別情報取得部１００２と、質問情報保持部１００３と、質
問情報出力部１００４と、回答入力受付部１００５と、時刻取得部１００６と、記録部１
００７とを有し、タッチパネルディスプレイを含むタッチパネルディスプレイ部をさらに
有し、質問情報出力部１００４又は／及び回答入力受付部１００５はタッチパネルディス
プレイ部１００８を介して入出力をするシステムである。以下では、実施形態１～実施形
態４と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態５に特徴的な構成につ
いて説明をする。
＜実施形態５　構成の説明＞
＜実施形態５　タッチパネルディスプレイ部＞
【００８２】
　「タッチパネルディスプレイ部」１００８は、タッチパネルディスプレイを含み、回答
入力の受付を行い、回答入力受付部１００５に回答を渡す。また、タッチパネルディスプ
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レイ部１００８は、質問情報出力部１００４からの質問情報を受け取り、タッチパネルデ
ィスプレイに表示する。
＜実施形態５　質問情報出力部＞
「質問情報出力部」１００４は、タッチパネルディスプレイ部１００８を介して出力を行
う。
＜実施形態５　回答入力受付部＞
「回答入力受付部」１００５は、タッチパネルディスプレイ部１００８を介して入力を行
う。
＜実施形態５　作用：ハードウェア的構成＞
【００８３】
　図１１に示すように、実施形態５の労務管理システムの計算機の構成は、ＣＰＵ１１０
１、不揮発性メモリ１１０２、主メモリ１１０３、インターフェース１１０４、タッチ入
力インターフェース１１０５、タッチパネルディスプレイ１１０６、画像入力インターフ
ェース１１０６、マウス入力インターフェース１１０７、ディスプレイインターフェース
１１０８、ネットワークインターフェース１１０９、ＩＣカード入力インターフェース１
１１０、キーボート入力インターフェース１１１１などから構成される。不揮発性メモリ
１１０２にタッチパネルディスプレイ入出力プログラムが格納されており、データとして
前述したものと同様なデータが格納されている。このタッチパネルディスプレイ入出力プ
ログラムやデータが主メモリ１１０３の保持領域に読み込まれ、作業領域で実行される。
その他のプログラムやデータは、図２と同様であるので、説明を省略する。
＜実施形態５　処理の流れ　＞
【００８４】
　図３に示す処理フローチャートの質問情報出力ステップ０３０３と回答入力受付ステッ
プ０３０４をタッチパネルディスプレイ入出力プログラムにより実行し、質問情報出力部
１００４からの質問情報又は回答入力受付部１００５への回答の入力受付をタッチパネル
ディスプレイ部１００８を介して行う。その他の処理の実施形態１の図３の処理ステップ
０３０１、０３０２、０３０５、０３０６、０３０７と同様であるので、説明を省略する
。
【００８５】
　このように、実施形態５によれば、実施形態１～実施形態４に加え、タッチパネルディ
スプレイ部を介して回答の入力や質問情報の出力を行うことにより、勤務者にとっては入
力作業が簡単になり、企業の使用者にとってはより多くのメンタルヘルス情報が取得でき
るので、社員の健康管理が簡便になる。
＜実施形態６＞
＜概要＞
【００８６】
　実施形態６は、実施形態５を基本として、撮影部により勤務者の顔を撮影し、顔口答関
係学習を行うことに特徴を有する労務管理システムである。
＜実施形態６　構成＞
【００８７】
　図１２に示すように、実施形態６の労務管理システム１２００は、出退勤等識別情報入
力受付部１２０１と、勤務者識別情報取得部１２０２と、質問情報保持部１２０３と、質
問情報出力部１２０４と、回答入力受付部１２０５と、時刻取得部１２０６と、記録部１
２０７と、タッチパネルディスプレイ部１２０８と、撮影部１２０９とを有し、顔回答関
係学習部１２１０と、顔回答関係保持部１２１１と、推定回答取得部１２１２と、推定回
答出力部１２１３と、をさらに有し、質問情報出力部１２０４又は／及び回答入力受付部
１２０５はタッチパネルディスプレイ部１２０８を介して入出力をするシステムである。
以下では、実施形態５と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態６に
特徴的な構成について説明をする。
＜実施形態６　構成の説明＞
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＜実施形態６　撮影部＞
【００８８】
　「撮影部」１２０９は、出退勤等の入力を受け付ける勤務者の顔を撮影可能なものであ
る。この撮影部に人工知能を搭載したようなタイプでは、勤務者の自動判別などを行うこ
ともできる。
＜実施形態６　顔回答関係学習部＞
【００８９】
　「顔回答関係学習部」１２１０は、撮影部が撮影した勤務者の顔の画像と、勤務者の質
問に対する回答と、の関係である顔回答関係を学習する。顔回答関係とは、図１３（Ｂ）
に示すように、撮影した勤務者の顔画像と、勤務者の質問に対する回答との関係を学習し
、この顔画像のときは気分が良くないと判断したような関係をいう。
＜実施形態６　顔回答関係保持部＞
【００９０】
　「顔回答関係保持部」１２１１は、学習した最新の顔回答関係を保持する。すなわち、
図１３（Ｂ）のような顔回答関係を学習した最新の顔回答関係として保持しているとする
。
そのときの推定回答取得部１２１２について説明する。
＜実施形態６　推定回答取得部＞
【００９１】
　「推定回答取得部」１２１２は、保持されている最新の顔回答関係に基づいて顔の画像
から回答の推定を取得する。例えば、勤務者に対する質問情報が「今日の昼食は何ですか
？」というような場合、質問に対する回答が「中華」だったとする。そのときの撮影した
顔画像が図１３（Ａ）の上図のような顔画像が得られた。顔口答関係保持部１２１１には
、学習した最新の顔口答関係、すなわち図１３（Ｂ）のような顔画像のときは気分が良く
ないという顔口答関係が保持されている。すると、推定回答取得部１２１２は図１３（Ｂ
）の顔口答関係に基づいて顔画像から図１３（Ａ）の下図に示すように、勤務者の気分が
良くないという回答の推定を行う推定回答を取得する。また昼ごはんが中華を予定してい
るときにこの顔画像が多いケースでは、顔画像がそれほど気分が悪そうでなくとも、選択
された昼ご飯が中華であるから気分がよくない、という推定をするように構成してもよい
。このように構成することで近くの人に従業者の気分を知られることなく、他の質問を用
いて従業者の気分を推定することが可能となる。
＜実施形態６　推定回答出力部＞
【００９２】
　「推定回答出力部」１２１３は、取得した推定回答を出力する。推定回答出力部１２１
３は、上述したような推定回答を出力し、管理サーバに蓄積したり、勤務者の管理者や上
司に知らせることができる。
＜実施形態６　作用：ハードウェア的構成＞
【００９３】
　図１４に示すように、実施形態６の労務管理システムの計算機の構成は、ＣＰＵ１４０
１、不揮発性メモリ１４０２、主メモリ１４０３、インターフェース１４０４、タッチ入
力インターフェース１４０５、タッチパネルディスプレイ１４０６、画像入力インターフ
ェース１４０６、マウス入力インターフェース１４０７、ディスプレイインターフェース
１４０８、ネットワークインターフェース１４０９、ＩＣカード入力インターフェース１
４１０、キーボート入力インターフェース１４１１などから構成される。不揮発性メモリ
１４０２に撮影プログラム、顔回答関係学習プログラム、顔回答関係保持プログラム、推
定回答取得プログラム、推定回答出力プログラムが格納されており、データとして顔画像
、顔回答関係、推定回答が格納されている。これらのプログラムやデータが主メモリ１４
０３の保持領域に読み込まれ、作業領域で実行される。
その他のプログラムやデータは、実施形態５の図１１と同様であるので、説明を省略する
。
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＜実施形態６　処理の流れ　＞
【００９４】
　図１５（Ａ）に示すように、このような労務管理システムの計算機の動作は、出退勤等
識別情報入力受付プログラムにより勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤す
る旨の出退勤等識別情報の入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップを実行す
る（ステップ１５０１）。
【００９５】
　次に撮影プログラムにより出退勤等の入力を受け付ける勤務者の顔を撮影する撮影ステ
ップを実行する（ステップ１５０２）。
次に勤務者識別情報取得プログラムにより出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者を
識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得ステップを実行する（ステップ１
５０３）。
【００９６】
　次に質問情報出力プログラムにより勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際
に合わせて保持されている質問情報を出力する質問情報出力ステップを実行する（ステッ
プ１５０４）。
次に回答入力受付プログラムにより出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入力
を受け付ける回答入力受付ステップを実行する（ステップ１５０５）。
次に顔回答関係学習プログラムにより撮影部が撮影した勤務者の顔の画像と、勤務者の質
問に対する回答と、の関係である顔回答関係を学習する顔回答関係学習ステップを実行す
る（ステップ１５０６）。
【００９７】
　次に時刻プログラムにより時刻を取得する時刻ステップを実行する（ステップ１５０７
）。
次に記録プログラムにより回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別
情報と、出退勤等識別情報と、質問に対して受け付けた回答とを関連付けて記録する記録
ステップを実行する（ステップ１５０８）。
【００９８】
　以上の処理を終了するまで（ステップ１５０９）、繰り返す。
【００９９】
　上述した時刻取得ステップ１５０７は回答入力受付ステップ１５０５の後順に処理を実
行しているが、勤務者識別情報取得ステップ１５０３の後に処理しても良い。
＜実施形態６　処理の流れ：推定回答取得＞
【０１００】
　図１５（Ｂ）に示すように、推定回答取得判断ステップ１５１１において、指定回答取
得ありの場合は、次に勤務者識別情報取得プログラムにより出退勤等識別情報の入力に関
連付けて勤務者を識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得ステップを実行
する（ステップ１５１２）。
　次に撮影プログラムにより顔の画像取得ステップを実行する（ステップ１５１３）。
　次に推定回答取得プログラムにより顔回答関係保持部に保持されている最新の顔回答関
係に基づいて顔の画像から回答の推定を取得する推定回答取得ステップを実行する（ステ
ップ１５１４）。
　次に推定回答出力プログラムにより取得した推定回答を出力する推定回答出力ステップ
を実行する（ステップ１５１５）。
　以上の処理を終了するまで（ステップ１５１６）、上述した処理を繰り返す。
＜実施形態７＞
＜概要＞
【０１０１】
　実施形態７は、実施形態６を基本として、顔口答関係学習に基づいた推定結果のフィー
ドバック処理を行うことに特徴を有する労務管理システムである。
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＜実施形態７　構成＞
【０１０２】
　図１６に示すように、実施形態７の労務管理システム１６００は、出退勤等識別情報入
力受付部１６０１と、勤務者識別情報取得部１６０２と、質問情報保持部１６０３と、質
問情報出力部１６０４と、回答入力受付部１６０５と、時刻取得部１６０６と、記録部１
６０７と、タッチパネルディスプレイ部１６０８と、撮影部１６０９とを有し、顔回答関
係学習部１６１０と、顔回答関係保持部１６１１と、推定回答取得部１６１２と、推定回
答出力部１６１３と、フィードバック処理ルール保持部１６１４と、フィードバック処理
部１６１５と、をさらに有し、質問情報出力部１６０４又は／及び回答入力受付部１６０
５はタッチパネルディスプレイ部１６０８を介して入出力をするシステムである。以下で
は、実施形態６と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態７に特徴的
な構成について説明をする。
＜実施形態７　構成の説明＞
＜実施形態７　フィードバック処理ルール保持部＞
【０１０３】
　「フィードバック処理ルール保持部」１６１４は、推定回答出力部１６１３から出力さ
れた推定回答に応じてフィードバック処理をするためのルールであるフィードバック処理
ルールを保持する。ここで、フィードバック処理とは、例えば労務管理コンピュータに対
する自動的な残業規制処理（帰宅しなかったら上司に警告が自動的に発送される）、同コ
ンピュータに対する有給取得命令処理、休憩時間延長処理、通院勧告処理、上司との面談
設定処理、部下との面談設定処理、同僚との面談設定処理、遊興に利用できるポイント付
与処理、食事券発行処理などが考えられる。フィードバック処理ルール保持部１６１４に
は、推定回答に応じてこのようなフィードバック処理を行うためのルールを保持している
。
＜実施形態７　フィードバック処理部＞
【０１０４】
　「フィードバック処理部」１６１５は、取得した推定回答と、フィードバック処理ルー
ルとに基づいてフィードバック処理をする。例えば、労務管理コンピュータが、勤務者の
当月の残業時間が所定時間をオーバーして相当疲労がたまっていると推定回答した場合、
勤務者が帰宅しなかったら上司に警告が自動的に発送される等の自動的な残業規制処理な
どが考えられる。
＜実施形態７　作用：ハードウェア的構成＞
【０１０５】
　図１７に示すように、実施形態７の労務管理システムの計算機の構成は、ＣＰＵ１７０
１、不揮発性メモリ１７０２、主メモリ１７０３、インターフェース１７０４、タッチ入
力インターフェース１７０５、タッチパネルディスプレイ１７０６、画像入力インターフ
ェース１７０６、マウス入力インターフェース１７０７、ディスプレイインターフェース
１７０８、ネットワークインターフェース１７０９、ＩＣカード入力インターフェース１
７１０、キーボート入力インターフェース１７１１などから構成される。不揮発性メモリ
１７０２にフィードバッグ処理ルール保持プログラム、フィードバッグ処理プログラム、
が格納されており、データとしてフィードバッグ処理ルールが格納されている。これらの
プログラムやデータが主メモリ１７０３の保持領域に読み込まれ、作業領域で実行される
。
その他のプログラムやデータは、実施形態６の図１４と同様であるので、説明を省略する
。
＜実施形態７　処理の流れ　＞
【０１０６】
　図１８（Ａ）の処理フローは、実施形態６の図１５（Ａ）と同様であるので、説明を省
略する。
　また、図１８（Ｂ）に示すように、推定回答出力ステップ１８１５の後にフィードバッ
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ク処理ステップ１８１６を追加したもので、他の処理ステップは、実施形態６の処理ステ
ップと同様であるので、説明を省略する。フィードバック処理については、上述したので
、説明を省略する。
＜実施形態８
＜概要＞
【０１０７】
　実施形態８は、実施形態１～実施形態７のいずれか一を基本として、同僚、上司等の関
係勤務者と勤務者とを関連付けて質問に対する回答をまとめて出力することに特徴を有す
る労務管理システムである。
＜実施形態８　構成＞
【０１０８】
　図１９に示すように、実施形態８の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
１９０１と、勤務者識別情報取得部１９０２と、質問情報保持部１９０３と、質問情報出
力部１９０４と、回答入力受付部１９０５と、時刻取得部１９０６と、記録部１９０７と
を有し、さらに関係勤務者識別情報保持部１９０８と、関係勤務者回答出力部１９０９と
を有する。以下では、実施形態１～実施形態７と共通的な構成については説明を省略する
こととし、実施形態８に特徴的な構成について説明をする。
＜実施形態８　構成の説明＞
＜実施形態８　関係勤務者識別情報保持部＞
【０１０９】
　「関係勤務者識別情報保持部」１９０８は、勤務者の勤務での関係者となる関係勤務者
の勤務者識別情報を関連付けて保持する。ここで、関係勤務者とは、勤務者が所属してい
る部署（課、部、グループ等）の同僚や上司等のことをいう。したがって、関係勤務者と
勤務者との関係情報（上司、同僚）と組織的な対応を取れるようにグループ分けして勤務
者識別情報が保持される。大きい組織であれば、カンパニー、本部、部、課などのレベル
で分類されて、カンパニー長はカンパニー全体、本部長は本部全体、部長は部全体、課長
は課全体というような階層化されている。例えば、部長であれば、部全体の勤務者（構成
員）全員の労務管理ができるように情報を保持している。これとは、別に企業全体の勤務
者の労働環境を閲覧できるような専門家であれば、全体の勤務者の勤務状況とメンタルへ
ルス情報が見られるように構成する。中小企業であれば、社長が社員全体を見られるよう
なデータ保存形式でも良い。
＜実施形態８　関係勤務者回答出力部＞
【０１１０】
　「関係勤務者回答出力部」１９０９は、関係勤務者の勤務者識別情報と関連付けられて
いる質問に対する回答をまとめて出力する。上述した関係勤務者（上司、同僚等）の勤務
者識別情報と勤務者の勤務者識別情報を関連付けられている質問に対する回答が記録部に
記録されており、関係勤務者回答出力部１９０９は、関係勤務者の勤務者識別情報と関連
付けられている質問に対する回答をまとめて出力することができる。
【０１１１】
　これにより、勤怠管理とメンタルヘルスチェックの組織的な対応を図ることができる。
すなわち、働かせすぎの部署の見える化や人間関係やコミュニケーションが悪化している
部署の見える化が図ることができ、適切な処置・見守りの実施へ貢献できる。
＜実施形態８　作用：ハードウェア的構成＞
【０１１２】
　図２０に示すように、労務管理システムは、ＣＰＵ２００１、不揮発性メモリ２００２
、主メモリ２００３、インターフェース２００４、タッチ入力インターフェース２００５
、画像入力インターフェース２００６、マウス入力インターフェース２００７、ディスプ
レイインターフェース２００８、ネットワークインターフェース２００９、ＩＣカード入
力インターフェース２０１０、キーボート入力インターフェース２０１１などから構成さ
れる。不揮発性メモリ２００２に関係勤務者識別情報保持プログラム、関係勤務者回答出
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力プログラムが格納されており、データとして関係勤務者（情報）が格納されている。こ
れらのプログラムやデータとしての関係勤務者（情報）が主メモリ２００３の保持領域に
読み込まれ、作業領域で実行される。その他のプログラムやデータは、図２と同様である
ので、説明を省略する。関係勤務者（情報）は上述したので、ここでは省略する。
＜実施形態８　処理の流れ　＞
【０１１３】
　図２１に示すように、このような労務管理システムの計算機の動作は、出退勤等識別情
報入力受付プログラムにより勤務者から出勤時、退勤時などに出勤した旨、退勤する旨の
出退勤等識別情報の入力を受け付ける出退勤等識別情報入力受付ステップを実行する（ス
テップ２１０１）。
次に勤務者識別情報取得プログラムにより出退勤等識別情報の入力に関連付けて勤務者を
識別する勤務者識別情報を取得する勤務者識別情報取得ステップを実行する（ステップ２
１０２）。
【０１１４】
　次に質問情報出力プログラムにより勤務者から前記出退勤等識別情報の入力の受付の際
に合わせて保持されている質問情報を出力する質問情報出力ステップを実行する（ステッ
プ２１０３）。
　次に回答入力受付プログラムにより出力された質問情報に対する勤務者からの回答の入
力を受け付ける回答入力受付ステップを実行する（ステップ２１０４）。
　次に時刻プログラムにより時刻を取得する時刻ステップを実行する（ステップ２１０５
）。
【０１１５】
　次に関係勤務者回答出力プログラムにより関係勤務者の勤務者識別情報と関連付けられ
ている質問に対する回答をまとめて出力する関係勤務者回答出力ステップを実行する（ス
テップ２１０６）。関係勤務者については、上述したので、説明を省略する。
　次に記録プログラムにより回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識
別情報と、質問に対して受け付けた回答とを関連付けて記録する記録ステップを実行する
（ステップ２１０７）。ここで、出退勤等識別情報を関連付けても良い。
　以上の処理を終了するまで（ステップ２１０８）まで繰り返す。
【０１１６】
　上述した時刻取得ステップ２１０６は回答入力受付ステップ２１０４の後順に処理を実
行しているが、勤務者識別情報取得ステップ２１０２の後に処理しても良い。
【０１１７】
　このように、実施形態８によれば、実施形態１～実施形態７に加え、勤務者に関係する
関係勤務者識別情報も関連付けられて記録されるので、勤務者が所属する組織的対応や同
僚、上司なども含めたメンタルヘルス情報が取得できるので、企業の使用者にとっては組
織的な社員の健康管理が簡便になる。
＜実施形態９＞
＜概要＞
【０１１８】
　実施形態９は、実施形態８を基本として、同僚、上司等の関係勤務者間の回答因果関係
を学習し、学習した因果関係に基づいて出退勤時の回答から将来の質問に対する回答の入
力を受け付ける際の回答を推定することに特徴を有する労務管理システムである。
＜実施形態９　構成＞
【０１１９】
　図２４に示すように、実施形態９の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
２４０１と、勤務者識別情報取得部２４０２と、質問情報保持部２４０３と、質問情報出
力部２４０４と、回答入力受付部２４０５と、時刻取得部２４０６と、記録部２４０７と
を有し、さらに関係勤務者識別情報保持部２４０８と、関係勤務者回答出力部２４０９と
、回答因果関係学習部２４１０と、出退勤時回答推定部２４１１とを有する。以下では、
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実施形態８と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態９に特徴的な構
成について説明をする。
＜実施形態９　構成の説明＞
＜実施形態９　回答因果関係学習部＞
【０１２０】
　「回答因果関係学習部」２４１０は、関係勤務者回答出力部２４０９の出力を学習して
関係勤務者間の回答の因果関係を推定する。ここで、回答因果関係学習について説明する
。実施形態８において、関係勤務者間の回答の因果関係が得られているとする。例えば、
図２７に示すように、上司Ａと部下Ｂの因果関係の例を考える。関係勤務者間の回答の因
果関係の学習結果、出勤時に上司Ａは顔画像がニコニコマーク（気分がよい）のとき、部
下Ｂもニコニコマーク（気分がよい）という因果関係の学習ルールが得られていた。この
ようなとき、今日の上司Ａの顔画像がニコニコマーク（気分がよい）である時には、今日
の退勤時の部下Ｂの顔画像はニコニコマーク（気分がよい）であろうと推定される。
＜実施形態９　出退勤時回答推定部＞
【０１２１】
　「出退勤時回答推定部」２４１１は、学習した因果関係に基づいて出退勤時の回答から
将来の質問に対する回答の入力を受け付ける際の回答を推定する。出退勤時に、上述した
ような関係勤務者間の回答の因果関係の学習結果を利用して、図２７のような部下Ｂの出
勤時の質問回答がメンタルヘルスに関しては不明でも、退勤時の気分を推定することがで
きる。この推定結果を出退勤時回答推定部２４１１から推定回答として出力し、社員の健
康管理、メンタルヘルスチェック等のストレスチェックに利用できる。また、回答を推定
する同じように将来の関係勤務者のメンタルヘルス状況を推定することも可能であり、本
発明においては、このメンタルヘルス状況の推定も回答の推定に含めて定義する。
＜実施形態９　作用：ハードウェア的構成＞
【０１２２】
　図２５に示すように、労務管理システムは、ＣＰＵ２５０１、不揮発性メモリ２５０２
、主メモリ２５０３、インターフェース２５０４、タッチ入力インターフェース２５０５
、画像入力インターフェース２５０６、マウス入力インターフェース２５０７、ディスプ
レイインターフェース２５０８、ネットワークインターフェース２５０９、ＩＣカード入
力インターフェース２５１０、キーボート入力インターフェース２５１１などから構成さ
れる。不揮発性メモリ２５０２に回答因果関係学習プログラム、出退勤時回答推定プログ
ラムが格納されており、データとして回答因果関係、回答推定が格納されている。これら
のプログラムやデータが主メモリ２５０３の保持領域に読み込まれ、作業領域で実行され
る。その他のプログラムやデータは、図２と同様であるので、説明を省略する。
＜実施形態９　処理の流れ　＞
【０１２３】
　図２６に示すように、このような労務管理システムの計算機の動作は、出退勤等識別情
報入力受付プログラムにより出退勤等識別情報入力受付ステップを実行する（ステップ２
６０１）。次に勤務者識別情報取得プログラムにより勤務者識別情報取得ステップを実行
する（ステップ２６０２）。
【０１２４】
　次に質問情報出力プログラムにより質問情報出力ステップを実行する（ステップ２６０
３）。次に回答入力受付プログラムにより回答入力受付ステップを実行する（ステップ２
６０４）。
　次に時刻プログラムにより時刻ステップを実行する（ステップ２６０５）。
【０１２５】
　次に関係勤務者回答出力プログラムにより関係勤務者回答出力ステップを実行する（ス
テップ２６０６）。
次に回答因果関係学習プログラムにより関係勤務者回答出力部２４０９の出力を学習して
関係勤務者間の回答の因果関係を推定する回答因果関係学習ステップを実行する（ステッ
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プ２６０７）。
次に出退勤時回答推定プログラムにより学習した因果関係に基づいて出退勤時の回答から
将来の質問に対する回答の入力を受け付ける際の回答を推定する出退勤時回答推定ステッ
プを実行する（ステップ２６０８）。
次に記録プログラムにより回答の入力があった場合にのみ、取得した時刻と、勤務者識別
情報と、質問に対して受け付けた回答とを関連付けて記録する記録ステップを実行する（
ステップ２６０９）。ここで、出退勤等識別情報を関連付けても良い。
　以上の処理を終了するまで（ステップ２６１０）まで繰り返す。
【０１２６】
　上述した時刻取得ステップ２６０６は回答入力受付ステップ２６０４の後順に処理を実
行しているが、勤務者識別情報取得ステップ２６０２の後に処理しても良い。
【０１２７】
　実施形態９によれば、実施形態８に加え、関係勤務者間の回答の因果関係を学習して将
来の質問に対する回答の入力を受け付ける際の回答を推定することができるので、より勤
務者に適切に対応した労務管理システムを実現できる。
＜実施形態１０＞
＜概要＞
【０１２８】
　実施形態１０は、実施形態１～４を基本として、質問情報出力部又は／及び回答入力受
付部は音声入出力部を介して入出力をすることに特徴を有する労務管理システムである。
＜実施形態１０　構成＞
【０１２９】
　図１に示すように、実施形態１０の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
０１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出
力部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７と
を有し、音声入出力部をさらに有し、質問情報出力部０１０４又は／及び回答入力受付部
０１０５は図示しない音声入出力部を介して入出力をするシステムである。以下では、実
施形態１～実施形態４と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態１０
に特徴的な構成について説明をする。
＜実施形態１０　構成の説明＞
＜実施形態１０　音声入出力部＞
【０１３０】
　「音声入出力部」は、マイクを含み、回答入力の受付を行い、回答入力受付部０１０５
に回答を渡す。また、音声入出力部は、質問情報出力部０１０４からの質問情報を受け取
り、スピーカを介して勤務者に質問情報の音声を出力する。
＜実施形態１０　質問情報出力部＞
「質問情報出力部」０１０４は、音声入出力部（図示省略）を介して出力を行う。実施形
態１０の計算機のハードウェア構成は、第１の実施形態のハードウェア構成に加えて、音
声入出力インターフェースを有し、マイクやスピーカが接続される。質問情報出力部から
出力される質問情報を音声入出力部にて音声入出力プログラムにより音声変換して、スピ
ーカから音声メッセージとして出力する。
＜実施形態１０　回答入力受付部＞
「回答入力受付部」０１０５は、音声入出力部（図示省略）を介して入力を行う。勤務者
からの音声回答を音声入出力部に接続されたマイクから入力し、音声入出力部は音声入出
力プログラムによりアナログ－ディジタル変換を行い、回答入力受付部０１０５に回答を
渡す。ディジタル化された音声情報をテキスト化して記録部０１０７に記録する。
＜実施形態１０　処理の流れ＞
【０１３１】
　図３に示す処理フローチャートの質問情報出力ステップ０３０３と回答入力受付ステッ
プ０３０４を音声入出力プログラムにより実行し、質問情報出力部０１０４からの質問情
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報又は回答入力受付部０１０５への回答の入力受付を音声入出力部（図示省力）を介して
行う。その他の処理の実施形態１の図３の処理ステップ０３０１、０３０２、０３０５、
０３０６、０３０７と同様であるので、説明を省略する。
【０１３２】
　このように、実施形態１０によれば、実施形態１～実施形態４に加え、音声入出力部を
介して回答の入力や質問情報の出力を行うことにより、障がいがある勤務者にとっては入
力作業が簡単になり、企業の使用者にとってはより多くのメンタルヘルス情報が取得でき
るので、社員の健康管理が簡便になる。
＜実施形態１１＞
＜概要＞
【０１３３】
　実施形態１１は、実施形態１０を基本として、録音部により勤務者の声を録音し、声回
答関係学習を行うことに特徴を有する労務管理システムである。
＜実施形態１１　構成＞
【０１３４】
　図１に示すように、実施形態１１の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
０１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出
力部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７と
と、音声入出力部とを有し、声回答関係学習部と、声回答関係保持部と、推定回答取得部
と、推定回答出力部と、をさらに有し、質問情報出力部０１０４又は／及び回答入力受付
部０１０５は図示しない音声入出力部を介して入出力をするシステムである。以下では、
実施形態１０と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態１１に特徴的
な構成について説明をする。
＜実施形態１１　構成の説明＞
＜実施形態１１　録音部＞
【０１３５】
　「録音部」は、出退勤等の入力を受け付ける勤務者の声を録音可能なものである。この
録音部に人工知能を搭載したようなタイプでは、勤務者の声による自動識別などを行うこ
ともできる。自動識別を行った場合は、音声情報を勤務者の識別情報に変換して保持する
。また、人工知能搭載のＡＩスピーカ等を利用してもよい。
＜実施形態１１　声回答関係学習部＞
【０１３６】
　「声回答関係学習部」は、録音部が録音した勤務者の声の音声と、勤務者の質問に対す
る回答と、の関係である声回答関係を学習する。声回答関係とは、例えば録音した勤務者
の声の音声と、勤務者の質問に対する回答との関係を学習し、周波数分析（スペクトルア
ナライジング）により得られた音声周波数のパターンによって気分が良くないと判断した
ような関係をいう。
＜実施形態１１　声回答関係保持部＞
【０１３７】
　「声回答関係保持部」は、学習した最新の声回答関係を保持する。例えば、音声周波数
パターンによって「気分がよい」（明瞭なハキハキとした音声周波数のパターン）、「普
通」（抑揚がない一本調子の音声周波数のパターン）、「気分がよくない」（沈んだ音声
周波数のパターン）のような声回答関係を学習した最新の声回答関係として保持している
とする。そのときの声推定回答取得部について説明する。
＜実施形態１１　声推定回答取得部＞
【０１３８】
　「声推定回答取得部」は、保持されている最新の声回答関係に基づいて声の音声から回
答の推定を取得する。例えば、勤務者に対する質問情報が「気分はどうですか？」という
ような場合、質問に対する回答が「気分がよい」だったとする。その時の音声が沈んだ音
声周波数のパターンであるとすると、回答が「気分がよい」という回答であったとしても
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、音声周波数のパターンから気分がよくないという推定回答を取得する。
＜実施形態１１　声推定回答出力部＞
【０１３９】
　「声推定回答出力部」は、取得した推定回答を出力する。声推定回答出力部は、上述し
たような声推定回答を出力し、管理サーバに蓄積したり、勤務者の管理者や上司に知らせ
ることができる。
【０１４０】
　このように、実施形態１１によれば、実施形態１～４に加え、上述した顔回答関係学習
に代えて声回答関係学習も行えるようになるので、勤務者の声からメンタルヘルス情報を
取得できるようになる。また、実施形態１１では、声回答関係学習について説明したが、
実施形態６の顔回答関係学習にさらに加えて声回答関係学習を行うようにしてもよい。
＜実施形態１２＞
＜概要＞
【０１４１】
　実施形態１２は、実施形態１１を基本として、声回答関係学習に基づいた推定結果のフ
ィードバック処理を行うことに特徴を有する労務管理システムである。
＜実施形態１２　構成＞
【０１４２】
　図１に示すように、実施形態１２の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
０１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出
力部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７と
、音声入出力部と、録音部とを有し、声回答関係学習部と、声回答関係保持部と、声推定
回答取得部と、声推定回答出力部と、声フィードバック処理ルール保持部と、声フィード
バック処理部と、をさらに有し、質問情報出力部０１０４又は／及び回答入力受付部０１
０５は音声入出力部を介して入出力をするシステムである。以下では、実施形態１１と共
通的な構成については説明を省略することとし、実施形態１２に特徴的な構成について説
明をする。
＜実施形態１２　構成の説明＞
＜実施形態１２　声フィードバック処理ルール保持部＞
【０１４３】
　「声フィードバック処理ルール保持部」は、声推定回答出力部から出力された声推定回
答に応じてフィードバック処理をするためのルールである声フィードバック処理ルールを
保持する。ここで、フィードバック処理とは、上述した実施形態７のフィードバック処理
と同様なものであり、顔回答学習関係ではなく、声回答関係学習に基づいて行う点が異な
るのみであるので、説明を省略する。
＜実施形態１２　声フィードバック処理部＞
【０１４４】
　「声フィードバック処理部」は、取得した声推定回答と、声フィードバック処理ルール
とに基づいて声フィードバック処理をする。例えば、労務管理コンピュータが、勤務者の
当月の残業時間が所定時間をオーバーして相当疲労がたまっていると声から声推定回答し
た場合、勤務者が帰宅しなかったら上司に警告が自動的に発送される等の自動的な残業規
制処理などが考えられる。
＜実施形態１３＞
＜概要＞
【０１４５】
　実施形態１３の労務管理システムは、実施形態１～５を基本とし、検出部により勤務者
の呼気、血圧、血中酸素、体重、体脂肪、心拍、体温等の健診のいずれか一以上を検出し
、検出結果回答関係学習を行うことに特徴を有する労務管理システムである。上述した健
診の検出結果の回答関係を学習している。
＜実施形態１３　構成＞
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【０１４６】
　図１に示すように、実施形態１３の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
０１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出
力部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７と
、を有し、検出部と、検出結果回答関係学習部と、検出結果回答関係保持部と、検出結果
推定回答取得部と、検出結果推定回答出力部と、をさらに有するシステムである。以下で
は、実施形態１～５と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態１３に
特徴的な構成について説明する。
＜実施形態１３　構成の説明＞
【０１４７】
　「検出部」は、出退勤等の入力を受け付ける勤務者の呼気、血圧、血中酸素、体重、体
脂肪、心拍、体温等の健診のいずれか一以上を検出可能なものである。検出部は、呼気（
アルコールチェックを含む）、血圧、血中酸素、体重、体脂肪、心拍、体温の一以上検出
を行えればよく、すべての検出機能を備えている必要はない。また、複数の検出が行える
多機能型のものも含まれる。勤務者による検出において、すべての勤務者に検出させても
よく、一部の勤務者に検出させるようにしても良い。例えば、残業時間が既定の時間を超
過している者、海外出張で帰国した者等、任意の者に健診させるようにしてもよい。
【０１４８】
　「検出結果回答関係学習部」は、検出部が検出した勤務者の検出結果と、勤務者の質問
に対する回答と、の関係である検出結果回答関係を学習する。検出結果回答関係とは、検
出部が検出した勤務者の検出結果と、勤務者の質問に対する回答との関係を学習し、例え
ば「体温」が３８度を超えているようなときは体調がよくないと判断したような関係をい
う。
【０１４９】
　「検出結果回答関係保持部」は、学習した最新の検出結果回答関係を保持する。すなわ
ち、通常時の「体温」が「３６度」のとき体調が良いと検出結果回答関係を最新の検出結
果回答関係として保持しているとする。
その時の検出結果推定回答取得部について説明する。
【０１５０】
　「検出結果推定回答取得部」は、保持されている最新の検出結果回答関係に基づいて検
出結果から回答の推定を取得する。例えば、勤務者に対する質問情報が「体調はどうです
か？」というような場合、質問に対する回答が「快調」だったとする。検出部の検出結果
が「３６度」であったとき、勤務者の体調が良いと検出結果推定回答を取得する。
【０１５１】
　「検出結果推定回答出力部」は、取得した検出結果推定回答を出力する。検出結果推定
回答出力部は、上述したような検出結果推定回答を出力し、管理サーバに蓄積したり、勤
務者の管理者や上司に知らせることができる。
【０１５２】
　このように、実施形態１３によれば、実施形態１～５に加え、上述した顔回答関係学習
に代えて検出結果回答関係学習も行えるようになるので、勤務者の健診結果からメンタル
ヘルス情報を取得できるようになる。また、身体の健康チェックや健診受診勧奨、運動勧
奨の強制力を高めることができる。さらに、実施形態１３では、検出結果回答関係学習に
ついて説明したが、実施形態６の顔回答関係学習又は実施形態１０の声回答関係学習を組
合せて検出結果回答関係学習を行うようにしてもよい。
＜実施形態１４＞
＜概要＞
【０１５３】
　実施形態１４の労務管理システムは、実施形態１３を基本として、検出結果回答関係学
習に基づいた推定結果のフィードバック処理を行うことに特徴を有する労務管理システム
である。
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＜実施形態１４　構成＞
【０１５４】
　図１に示すように、実施形態１４の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
０１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出
力部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７と
、を有し、検出部と、検出結果回答関係学習部と、検出結果回答関係保持部と、検出結果
推定回答取得部と、検出結果推定回答出力部と、検出結果フィードバック処理ルール保持
部と、検出結果フィードバック処理部と、をさらに有するシステムである。以下では、実
施形態１３と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態１４に特徴的な
構成について説明する。
＜実施形態１４　構成の説明＞
＜実施形態１４　検出結果フィードバック処理ルール保持部＞
【０１５５】
　「検出結果フィードバック処理ルール保持部」は、検出結果推定回答出力部から出力さ
れた検出結果推定回答に応じてフィードバック処理をするためのルールである検出結果フ
ィードバック処理ルールを保持する。ここで、フィードバック処理とは、上述した実施形
態７のフィードバック処理と同様なものであり、顔回答学習関係ではなく、検出結果回答
関係学習に基づいて行う点が異なるのみであるので、説明を省略する。
＜実施形態１４　検出結果フィードバック処理部＞
【０１５６】
　「検出結果フィードバック処理部」は、取得した検出結果推定回答と、検出結果フィー
ドバック処理ルールとに基づいて検出結果フィードバック処理をする。例えば、労務管理
コンピュータが、勤務者の当月の残業時間が所定時間をオーバーして相当疲労がたまって
いると検出結果から推定回答した場合、勤務者が帰宅しなかったら上司に警告が自動的に
発送される等の自動的な残業規制処理などが考えられる。
＜実施形態１５＞
＜概要＞
　実施形態１５は、実施形態１～１４を基本として、質問情報入力部と、質問情報編集部
とをさらに有し、ユーザによって独自に作成した質問情報を入力したり、企業によって異
なった質問情報を編集可能とすることに特徴を有する労務管理システムである。
＜実施形態１５　構成＞
　図１に示すように、実施形態１５の労務管理システムは、出退勤等識別情報入力受付部
０１０１と、勤務者識別情報取得部０１０２と、質問情報保持部０１０３と、質問情報出
力部０１０４と、回答入力受付部０１０５と、時刻取得部０１０６と、記録部０１０７と
、を有し、質問情報入力部と、質問情報編集部と、をさらに有するシステムである。以下
では、実施形態１５と共通的な構成については説明を省略することとし、実施形態１５に
特徴的な構成について説明をする。
＜実施形態１５　構成の説明＞
「質問情報入力部」は、質問情報を質問情報保持部０１０３にユーザにより入力すること
を可能とするものである。
「質問情報編集部」は、質問情報保持部０１０３に保持されている質問情報をユーザによ
り編集することを可能とするものである。
上記質問情報入力部や質問情報編集部を用いて、ユーザによって独自に作成した質問情報
を入力したり、企業によって異なった質問情報を編集可能とすることができるようになる
。
【０１５７】
　このように、本実施形態１から１５によれば、第一にメンタルヘルス等に対する質問に
回答しなければならない強制力を働かせたので、確実にメンタルヘルスチェックを行える
ようになる。すなわち、質問に回答しなければ出勤したことにならない仕組みである。第
二にメンタルヘルスに対する質問以外の質問でも、例えば顔回答関係学習機能、声回答関
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係学習機能、検出結果回答関係学習機能などによりメンタルヘルスのチェックが可能とな
る労務管理システムを実現できる。さらに、残業予定等に対する質問に回答しなければな
らない強制力を働かせた労働管理システムを実現できる。
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